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復刻にあたって

h;! 本の必ず1 は次のように変濯している 。

|刻州立1! 築協会最m誌:J (大 lE 6 年 9 月- 7 年12) 1) 

r  11 1j "kJ ! 築協会主( E誌J ( 大正 8 年 1 )1 - 8 年12) 1) 

主主築と社会J (大A 9  '1'- 1 川以降)

1A紙を .('j : r縮小して収録した場介がある 。 また、岡本が附i

lぷされているため、不完全なものがある 。

|析 J&. による不完全な文字は中JLみ，( ( したものがある 。

ぷ紙の刷色は一色に統ー したためJJ;i 本とは災なる 。

11絵はカラーのI ( も全て! ! .¥一色 でI:II!Mした 。

「会宇| むの j岳民には乱れがあるが、 JJ;i 本のままとした 。

作W: ごとの「総日鈷」は、発見できたものに限り、" 去、月W:

の第・りの，jij に収Sました 。

災1A紙は、 『第 -W: 第一 り』 に| 製り収鈷した 。

1[(大の発n ll は、奥H に記されたものを採用した 。

， ｪ￭ｪｦＮ ｪｽぶ［りの引 ￭ｬ えび後 ｈ ｊＮよ［つは収鈷しなか っ た 。 ｲｊｾ［ りょｴＮ ＡｉＧｵ

「 μ Ｎ ｾ ;1; .  11 i.大」およひI riIJ ・1戊jぶ行 -'fl
J

( 復刻に f毘し新たに斜l

み、付け加えた) を参照して Ifi きたい。

また、 JL;l f ｴＨ にはｾＡｬ ｴ 1' 1の t( が付けられているため、本御

室'J) 阪の広 ;1; .t( のt ( は- l ' t していない。

本復刻版は日本位築協会所lほのJJ;i 本を{ 史川した 。

(イミー二山n反)
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第26輯 第 8 競 昭和18年 8 月後行
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曾
a::. 
Eヨ

新 釘 打 構 法 講 演 曾 開 催

Z象而案内の首題講演舎の件講師の都合陀て延引中の庭、今般大阪舎勢幹事舎斡旋の下に

愈下記戎第十亡依り開催仕候、暑中の折たがら奮而御申込被下度候、遁而講師高山大尉は最

近同構法に就て陸軍技術賞を授奥せられし名春の新進技術者友るが、今般公務多端の中を

特陀本舎の乞を容れ態々西下され幻燈使用の上親しく詳細講演せらる. l . f ' [ っき吾々建築陀

関係を有する ものには、亦と主主き好機会なれば、高障を麗し多量t聴 講2うら ん事を切望ナ。

1. 日 時 8 月28日( 土〉午後 6時集合

1. 曾 場 清 水 組 四 階 講 堂

西直土佐堀 2 の 2 ( 市電肥後橋下車浅通西 2 丁〉

1. 講 演 新 針 打 構 法

第七陸軍航空技術研究所

講 師 陸 軍 建 技 大 尉 高 山 馨 氏

1. 申 込 合場並に印刷物準備の都冶上聴講希望者はハガキにて折返申

込まれ度 し倫聴講者は首日高陣繰合せ御出席の ほど願上候

1. 締切期日 8 月 23 日

昭和18年版市街地建築物法令溌行に就て

首題稜行の件度 k I象告仕候底其後種々事情突護の矯め本年度は本舎にて蛮行致さぎる事

と相成り候. 就ては激而申込を受けたる先及其他希望の合昌各位陀封し代用印刷物として

今般大限府鹿内工場建築協合より、代謄篤を以て霊行せられたる、市街地建築物法令集は

本合計霊のものと略同一内容陀っき同舎より分譲を受け代用として下記陀依り賞受分奥い

たし居か術若干捜部有之候僚御希撃. の向は至念伺申越被下度、五に本年度版の稜刊中止御

詑穿身代用につき御案内申上候

1. 一部責費 金 壷 圃 拾 錯 也 紙 印刷、編輯雑費及行震税共

謹料置費 盆拾' 広範也

1. 申 込 所 社圏法人日本建築協曾 〈振替大限39975番〉へ前納の事

遁而本代謄篤は部数少き? とめ申込後品切れの際は不悪御諒承被下度候

舎 費 等 梯 込 に つ き 御 願

木月現念頭に振替用紙掃入いたし置き侯問、合衆其他、梯込月十て相営の方は何卒御利用

の上御携込願上度候、追而本用紙は本年 2 月続、 8 月続及I 1月続陀挿入れいたし候につき

宣教御利用紙材愛護と集金に御協力賜り度候

不 明 梯 込 金 に 就 て

本年 1 月29日京都寺町二僚局より振替陀て梯込を受けたる、金霊園也 は梯込人及其目

的記入洩れのため整理上困難いたし居候、御心営りの向は至念御知らせありたし。

昭 和 18 年 8 月

社 固 法 人 日 本 建 築 協 膏



北 及 び 西 側 外 観

之ド凶を凡て先づ廊下ノ〉 阪IMI 乃多¥.' jcに* ¥付 〈、全半面

を二分して全長に渉る 中廊下はど うしても賛成出若干な

L 、。南北の温風ばこの待に 中断され家庭作業の上からも

無駄な労力を必要とするのでなからうか、小住宅:こ釣 し

ではあ〈迄小ｻｉＺｾ Ｚこ 徹した平而を考へた ｌ 、 。どの部ｾーも

iill らずにと 云った考へ方ばもう古い過去のも のとなって

ゐる。 角をつぶ した洋間等も疑問だ。そうまでして版聞

を成くする程之の家に旅客がゐるのだらうかと恩ひ度く

なる 、これから の住宅l土佐ふ 人自身のものであり 、決し

て来諮問のものでは ない未だにこ の考へ方が残って こん

な郊外の厚生性宅乃中に迄入り込んで腐る事( i 残念な事

平 面 圃 ( 縮 尺 1:200) 建 坪 :30 .0輝

設 計 施 工 ・ 上 回 組 L奈 良「

ε ある。

主23居室の東凶凶を壁凶'叉( i NI 人1- l ( J ) 間等:でつぶして

符るのも開放的な平閣の要求に1t. 1守はない滋だ。

作業部分の配置は好いがこ の小住宅に於けるバをこ J し

が占める事(t . 絡到に許されなL 、。叉大小二 ケ所の便所l士

如何な意味なのか、30坪の伶宅 ( i 決して大邸宅ではなL 、

のである。

必政19.5qJ 白に封して事f1入 4.5聞は充分過ぎる訟ある。

立国( 士無難な所だらう 。云ひ後れではあるがか 』る本合

の主旨に鎖しても 充分練られたる良心的な出品をE包んで

やまないものである。 ( 0 )

本 曾 創 立 2  5  年

記 念 事 業

菖 蒲 池 厚 生 住 宅

展 覧 奮 圏 諸 そ の 2

ｴ その ｬ は Ｕｦｬ 貌 ｉｾｉ［ Ｎ 示 ｽ
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設 計 施 工 ・ 清

8  iJl{ j  0 帖 b 二二関dt きを居間として之に洋閣を北側に既

し。他に 6中占仁茶の間〉と 4. 5:帖の濁立室を持ち作業部

を北よ り ｊｉｾ にと って居る Ｒｰ 凡 な平商である。

各室J t: こ押入と泊度 Jう壁聞を持って居る黙は{ 史ひよさ

さうな築 ＧｃＺＭ あ る が 、 居聞 の Ｘ 中 ｾｩ に 抑人 法［欲しく ｆ 盟 ｢ と し

て榔へて置くべき部屋でもないと思はれる。北側の 2帖-

ｉ ｴＮ女中 古 貨と云ふよ 旬 、 納戸叉 ｉｾ 更衣宅に利用 して使であ

平 面 圃 L縮 尺 1:200) 建 坪 ・ ・... 30 .21 坪

北

側

外

認

ν
山

r

F

 

組

r.>。

止との型式であれば中廊下ι4北を西へ 3尺ずらせるか叉

は洋閥、 8帖を爾へ 3尺下げると更に B帖( " l ; 有機的に自由

いて来るのではなからうか。

成橡( j ; 有効に利有されさうである。立問も無巡のない

ものと ，恩はれる。 ( 0 )

可

草 菊 池 厚 生 住 宅 農 園 紺 ・ そ の 2

VII I  4  
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設 計 施 工 ・ 大 林 子且

一 見 し て非常 に 延 びＭＮＮＮＮ｟ＮＯし た 又 ［ 泊鼠 、 採光等 をよく 考 へら れた 千 聞 で あ る 、 ｾＱ設も Ｓ Ｐ

を政へる程で板聞を認めてない賃貸な平面である。

各室押入、盛岡の酉E置 もよく 。茶の間前乃/1Ii 橡 も有効である。作業部の位置面積 も遁

蛍 と恩ばれる。 使所の位置は再考の官余地ある棋だ。

半面に凸凹が多い符か立商に於て之を充分消化 し切れない駄が所 々に見受け られ る。

とまれ新しい厚生住宅と l ての此の平 間の行 き方は認められ るべきである。 ( 0 )

平面圃 〈縮 尺1:200) 建蹄 ・… ・叩 .204縛

5  VII I  



北 側j 外 観

平面図 Ｈ ｾ官 尺 Ｑ Ｚ ＲＰＰ Ｉ 建坪 '30 .226 坪

懸 賞 鮫 計 図 案 ・ 入 賞 ・ 音 納 喜 久 治 施 工 ・ 清 水 組

VIII 6  



南 鮮 の 家 鎗 と 文 小 川 正

日土曾に澄み渡る昼. 明るい土、白い人 k 。戟' C A の春は再びとの南鮮の

邑々にも訪れた。

盤ろやかえに藁の屋根、爆んだ石と土の壁、人気のないま ι に開かれて

ゐる小さ友窓、今は防火水槽に使はれる 71 < 費迄も、代々の歴史を明らか

に傍へるかに見へる。

折からのさわやかえE風は名も知れぬ草を含んで舞ひ上がる。やがてそ

の一片は音も主主く私むパレツトの中に落着いた。

気が付けぽ主主名の放課後の率重が後から取り巻いてゐる. ひそひそと

する噴きの後、一人がはっきりした標準語で" 私の家も番いて下さい。/ 1

とナぐ向ふの家を笑ひ乍ら指差した。五月に近いるる放の自の午後でる

る。 ( 留王者は 竹中工務底設計技師〉
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和 紙 と 建 築

0  

建築と木材. 建築とガラス主主どに闘する皐行本

が企劃されてゐる以上、営然建築と和紙との結び

つきも取りあげられねばたらぬと思ふのだが、管

見の及んだ範囲では. まだその試みを聞かね。何

かその方面のととを書けと本誌から依頼されて、

筆を執る気にたったのは、ふだんその問題を勉強

してゐるかちでは友しただ和紙についていろい

ろと苦勢を重ねてゐるうちに、和紙と建築とむ関

係につき、a > れとれ考へてみるととがたまってき

たむで. それを一つ披露してみたいと思ふばかり

でるる。建築の専門家でない私の言ふととろには

定めし思ひ遺' C A やまとはづれが多いであらう。専

門家の筆盛を招く賦も少くないでるらう。たど和

紙については. その歴史や現況を一わたり知って

ゐるのみなら歩. 和紙を愛する熱情に到つては、

誰にも負けぬだけの烈しさをもってゐる私の言ふ

ととが、建築の玄人にも何か他山の石ともなれば

幸ひでるると思ふ。で、以下別に順序も友く、心

に浮かぶま L を随筆風に書いてみよう。叱正と批

判とは、どんた場合でも、謙虚に私の受けたいと

願ふととろでるる。

。

ささやか友自分の経験から語らう。今住んでゐ

る家は、十年程前に、津島英太郎氏に設計やら監

各やらを公願ひして建てたものであるが、大慢は

私の希望が参酌されてゐる。殊に、和紙をどう使

ふかと言ふ事については、すっかり私の我僚をゆ

るして貰った。そしてその結果は、相営危効果を

るげてゐると私は信じてゐる。

O  

やや洋風を加味した日本住宅によく見かけるカ

VIII 2  

霧 岳 文 章

- : ' 7 " ンと言ふものを私は好またい。フ〈抵む家のは

布地と言ひ模様と言ひ、ぞっとするやうな代物で

Sうる一一高ければ高いなりに、安ければ安い1 J : t

に。それに、 2うれが日光に慢けたり、挨をかぶっ

た b してゐるさまは. まととに興ざめでるる。で

私は、食堂と子供部屋とを除き、他は悉く明 b障

子をはめて、ガラスのすぐ内側に接続せしめ、カ

ーテンむ用を勤めさせた。和主の場合にはガラス

戸の外に更に雨戸があれ洋室の場合には夏季む

遁風と虫除けの網戸一ーとれは和室。壁面下方に

もととるどとると b つけたーーがるるので. 窓が.

まちは相営幅庚くなるけれども、住んで甚だ快適

でるる。軒がかたりに深し且つ雨戸の設備がる

b さへナれば、ガラス戸は無くても、明 b 障子は

是非入れて貰ひたいと思ふ。プノレーノ・グウトは

さナがに採光具としての明り障子の卓越性を認め

てゐるが、グウトのみ主主らす京、日本の建築一一一

般には日本の文化を正しく認識するほどの外園人

主主らぽ、誰しも明り障子を蓑むでるらう。第一、

それはガラス窓などと遣って、紫外棋をも十分に

遁すと言ふでは泣いか。近頃は防空の目的のため

に、ペタペグとガラス窓に紙を貼りつけてゐる阪

を多く見るが、 2うんた事をするくらゐたら、最初

から雨戸と明り障子にしてゐけばよいのでは怠い

か。大種、近頃の日本住宅は、衛生・防空・美C

問題にあまりに込無関心に、むやみとガラスを使

ひすをた傾向がある。因みに言ふ、防空上の目的

からガラス窓に紙をはりつける場合、機械漉の紙

を貼りつけてゐる家を随分見かけるが、るれは筑

やすめにな b とそすれ. 質際にはあまり役に立た

ぬりではないか。常識から考へても、織維の強観

性がすっかり殺されてしまってゐる機械漉の紙友

ど、いかほど D 爆風にも耐へられさうにない。使

ふくらゐなら、織維のからまりが恐ろしく強い純



生漉t亡限る。京都むさる扇屋が. 扇のi也祇を利用

して、甚だ美しく波形に扇面をガラス戸に貼って

ゐるのを見、そむ思ひっきに感心した。但しとの

頃の扇の地紙には、随分パルプが混ってゐるから、

果してどれだけむ質効があるだらうか。とれも何

とはなしに心もとない。

O  

さて明り障子は、空気C 交替にも重要主主役割を

果ナので2うるから、それに貼られる紙は、多孔性

の純椿の生漉ほどよい。雨戸とガラス戸との君主い

ととろでは、雨風をも防ぐ役目を果すわけで2うる

から、それはまた飽くまでも強租でるら ねば怒ら

ぬ。東北の民家では、永い聞の生活から皐びとっ

た自然の智慧陀導かれて、かうした目的のために

打ってつけの窓紙一一関西で言ふ障子紙を使って

ゐる。私の家で、障子紙には常に東北の純生漉を

使ふ所以は、用と美と二つC 方面から見て、それ

にまさるものが他にないからでZうる。

。

カーテンは永い聞の使用に耐へるが、障子紙は

始終はりかへねぽたらす宮、結局時聞から言っても

費用から言つでも不狸済だととぼナ人がるる。と

の設にはたしかに一理2うる。だが、カーテンにし

たって、十年以上白使用に耐へるものとたれば、

相蛍に優秀主主品質を選ばねばたらぬであらう。障

子紙は脆いと言ったととるで、純生漉ならば三年

も五年ももっでa > らう。私の経験では、苛性曹達

やカルキで. I J . ' &理し友い純楕の障子紙は、貼った時

とそ色が黒いけれど、牟年たち、一年たつうちに

日光にさらされ、雨にさらされ、空気にさらされ

て、だんだん白くなってくる。そむ事は、何かの

はす= みで明り障子が破れ. 切り張 b などしてみた

場合、新しい紙が眼立って色黒主主のからも知られ

る。だから、煤煙の多い都合や、どんどんと圏櫨

主要をたき槙ける民家主主どではさうもゆくまいが、

比按的煤の少いととろでは、五年くらゐ貼りかへ

たE くても大丈夫友のではないか。私の家では、一

昨年の秋の宋に貼りかへたのだけれど. まだまだ

美ししもう一年も二年もとのま与でゆけさう

だ。また、貼りかへが面岡だと言ふが. 三年や五

年十亡一度、自分C 家の障子を貼りかへる暇くらゐ

は見出せようでは主主いか。秋の末頃、やや寒さの

感じられる日曜の朝主主どに、故紙を除き、精麗に

楼を拭った障子を、. 日ぎしり明るい縁ぽたへ持ち

出して、上下を逆にたでかけ、上方から下方へと

順次に桝を埋めてゆく紫しさは、家への. 家庭生

活へのＮひいては日本 ｃ 生活へＨｬＩｾ著を深〈感知

させる所以で②らう。

いたみが少いえE ら、必歩しも全部貼りかへる必

要はない。破れた桝、或は破れた穴をふさ 'ぐだけ

で も、一年や二年は十分にすごナととができる。

新奮さまざまの紙がまじる切 b ぽりむつつましい

美しさは. 叉格別だ。私はそれをよく人に話しも

しイ書きもするのであるが. ほのか友燈明の光が

京都の古い寺 k の内障などに見る切りばりの障子

をほっかりとうちら側から照らしてゐる美しさは

フランスやドイツなどり、名ある中世の伽藍に詣

ででも見られぬものでるらう。人は中世むゴシッ

ク建築の伽藍のステインド・グラスを通してさし

入る外光の美しさを説く。しかし「素光」と言ふ

悌敦語に表現される静かで夢深い世界は、途に明

b 障子のみの持味ではるるまいか。身びいきかは

知 .らぬが. 名ある茶室の美しさも、晴につけ雨に

つけ千差の風情をかもし出す明り障子に負ふとと

る少くないと私は思ふ。

。

明り障子よりも古しわが図の建築に用ゐられ

た唐紙一一襖 も亦、明り障子ほど有機的ではえにい

にしても、無くては友らぬ景色でるる。明り障子

が直接に外光を調整ナる動的放存在主主のに到し、

襖はどとまでも静かである。だから静かでをよら

か友のがい L 。るの醍醐寺にa > る山柴の襖も美し

いには違ひないが、秀吉のやう友人物で友〈ば到

底あれに固まれて住みと友せまい。私の家では、

出雲産の無地の雁皮紙を主とし、主婦や子供の部

屋陀は、うるほひを持たせる意味で¥腰に同じく

出雲産の染紙や、奥州白石の菅野新一君- が藍や胡

桃で、染めた模様紙を使ってみた。遠州掛川の葛布

を2うしらってゐる所もるる。葛布も優秀危機を作

る。地袋や吊袋友どには、質陀打ってつけでるる。

私の家でも、始めは例の面白くたい型通りの大高

檀紙を小慨に用ゐてみたが. 我慢できなくな P、

葛布と朝鮮の苔紙とに痩・へた。檀紙も昔のはい L
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が今のは概して駄目だ。とむ間越前の岩野手三郎

翁に依額して、古法のま L の檀紙を漉いて貰った

が、古い朝鮮の紙を見るや うでナぼらしい。とん

なのた佼へばきっとひき立っと思ふ。

0  

電気照明にも・つとめて和紙を使った。市資の.

いやに護審主主、へんにきどった、わざと織維を誇

張した紙のは我慢にも使へたいので、ごく簡草友

のを大工に作って貰ったれ「たくみ」で買ってゐ

る鳥取製のをとりつけたりしてゐる。書粛むスタ

ンドには、パーナード・リーチの考案にたるのを

使ってゐる。近頃よく用ゐられる明視スタンドは

眼の衛生から言へば結構だが、あのデサ・インは困

りもむだ。もっと何とかえにらぬものか。傘にして

ても、和紙を利用したらす= つとい L のができょ

う。

0  

日本む部屋白壁には、腰張りが是非必要でるら

う。鰭除に等を使ふむで. 下方は壁がいたみやす

い。それを守るためにも、また部屋に風情を漆へ

るためにも、腰張 b は是非aうってほしい。湊祇と

言ふ紙は. との目的に佼はれたむだが、今は上質

のもむを見ぬ。揖津C 名聾で特に漉いて貰ったや

や淡い色白の湊紙風の間似合を、私の家では今腰

張に使ってゐる。味はい L が、脆いむが快粘だ。

私の経験だと、腰張りとしては雁皮の自然の偉の

色のに如くものはない。棋を引くとか、ふのりを

かけるとかすれば、楕のカス紙主主ども面白いでる

らう。ただとれも、ととさらに織維を出したのは

感心せぬ。

。

腰張りのま毛長が壁紙でるる。私の家にも壁紙を

VIII 4  

張った部屋が二つほどるる。とれにもいろんな市

資品がるるけれども、どうにも買ふ気にたれ主主か

った。ウイリヤム・モリスの壁紙は甚だ有名で、あ

るが、彼の作った審物などに比べて段違ひに劣

る。たとへ純粋た西洋の家屋で2うるとしても、私

は彼の壁紙を用ゐはし主主いで2うらう。況んや日本

む建築に、モリスまがひの壁紙を使ふ主主ど不見識

も極まる o 私は、どと白紙龍場にも見かけるカス

紙一一茶袋用c 紙を利用した。少しクスミナをる

が、費1 t . 模様よりはい L であらう。近頃静岡の三

代津本蒋君が登表した染紙には、壁紙としても大

いに推奨すべきもむが2うる。とんど壁紙をはりか

へる時には、三代津君のを使ひたいと思フてゐ

る。

0  

馬鹿な西洋人どもは、日本の家を「紙の家J 1t.

どと稽し. 住むに耐へぬかの如くに言ふ。ただわ

けの分ってゐる外人だけは、和紙の美と用と健康

さを認め. 洋風の建築にさへとれを採 D いれよう

とする。外囲む建築に和紙をと b入れるととは大

き主主課題で、? ととへば満蒙北支たどでは絶封に駄

目だらうと思ふが、地中海沿岸の諸地方では. 臆

用の仕方によって瞳分面白いをムめを現すりでは

友いか。しかし、外園のととはとも恥く、民族が

長い間紙に親しんで、きたわが園で、とれがすてら

れてい L 理由は無い。和紙と言つでも、種類は極

めて多く、味は千差寓別である。建築家は、もっ

と和紙む勉強をして. 積極的にとれを活かすべき

であるまいか。和紙と建築とについて書くべきと

とはまだいくらでもｾるが、との度は誰の眼にも

一番つきやナい三四の面をとらへてゐくにとどめ

る。格e : > ] E しい民家へ行けば、いくらでもとの問

題の勉強ができるでらう。

L筆者は、関酋事院大息数授〕



山 屋 遁

随分長いとと山に行かない。

年齢をとるに従て、若い頃のやうな征服慾がな

くなり、ただぢっと麓にゐて山を友がめたい気持

に襲って来た。それにもう一つ、夏山に経験する

山小屋の不愉快さを思ふと、つひ山陀行かうとい

ふ策がなくたる。

左足ぜ日本の山小屋は、もっと快油危もの陀なら

ぬむでるらう。往居については随分淡癖であり 、

神経質で、茶室のやうえE簡素な美に生きて来た日

本人が、高山む宿泊所については、とれまでまる

で無関心であった。私は山陀行くたび傷、よくそ

のととを思ひ、いつか自分一代のうちには、どと

か好き主主山陀、せめてーケ所でよいから理想的主主

山小屋を設計してみたいと考へてゐた。好き友山

といへば、飛騨山系では、立山か、鹿島槍、白馬

蓮峯a ; た b か、近畿では大華ケ原山、九州では九

重連峯君主 E であるが、それももういつの日にか出

来さうにも友い。

かつて、創岳の創小屋( 三田平〉が、零崩に押

されて、幾人かの拳生が悲惨な死を途げたととが

るった。そのときー一山小屋は位置の選み方が第

ーだ。いくら快遁に作られてゐても、その位置の

選定を誤ると、かういふ悲惨事を仕出来ナ。創小

屋は、場所の選定を誤った例の一つだーーと云ふ

やうなととを 、aうる専門雑誌の誌上で諌むだとき

には、費えす= ハツとした。私は営時富山鯨廃の人

たちと、立山花山小屋を建てる話を進めてゐて、

その計割の一つに、とむ創! ] 、屋の改築を入れてゐ

たのでるる。

営時富山! 際で計劃j されてゐた北アルプス方面の

山小屋の設計といふものは、大路戎のやう友もの

でるった。それは間口 2 間 4 尺、奥行は登山者の

多少や. その山の地形によって 2 聞 もしくは 4 聞

といふととにし‘ 間口の 2 間 4 尺のうち、 4 尺だ

本国

I CI、 北 尾 僚 之 助

けは、ヂっと縦に通す= る土間とし、 ととは土聞で

あると同時t亡、火を焚く櫨であり 、また屋内に入

る通路でもあるといふ形式に作れ左右の各一聞

は、高さ五寸内外の板張の床にナる。との床は低

いのが特徴で、少しでも高く 作られてゐると、長

い山を歩いて来た疲努が休まらない。草鞍をつけ

たまま、足を焚火の方へ投げ出して. 板の上に仰

向けにー列に並んで、、そのまま，ぐっすり眠らせる

といふ寸法でるる。

それから四方の壁は大概厚さ 1 尺、高さ 6 尺位

の石控にする。石壁は室内の暖気を長く保つばか

りで友く、外気の空襲さを防ぐのに方もよいとされ

てゐる。石は正しい切石を積み重ねて、その隙間

々々にセメントを塗りとめる。

入口は南方に設ける。とれは高い 山の上では、

どちらから風が吹くか分ら主主い。南北に建てられ

た小屋であれば、'南風のときは南の入口を閉めて

北の方から出入し、北風のときは北を閉めて南か

ら出入ナる。併し、 山陀よって は必歩 しも 双方に

出入口を設けるととの出来左足い庭がある。さうい

ふ場合には、入口の前一間位のととるに、高い石

塀を設けて 、常風を防ぐ設備をする。いまの防空

障壁、爆風除けの土嚢壁と同じものでるる。

明り取む窓は、左右の石壁に作るのだが、とれに

は引戸をつけ、絹硝子を穿め 、隔面から金網か合

せて堅牢たものにナる。それから屋根であるが、

とれは木造で¥厚さ 1 寸位の板で茸き、更に其上

にもう 一重板茸き 、叉は槍皮茸を冠せる。室内で

火を焚くので煙筒が必要であるが、とれは石壁・の

上の方に設けて、引方をつけ、風向きによって適

宜に開閉するととにする。あとは便所だが、とれ

ば四壁をみ主主石迭とし、内部の庚さは間 口、 奥行

とも四尺位とし、入口はその山の常風を避けるや

うに向けて遁 k 扉は原則としてつけぬととにす
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るといふ方針のゃうであった。

さて、かうして、とれ等の山小屋陀用ふる木材

には、悉く防膏用のクレオソートを塗るといふと

とに友つでゐたが、かくて出来上る一個の小屋の

強算が. その頃( 大正 8 年頃〉千均 6 百聞といふ

のであった。

私は営時とのE象算をみて、営今のや うな物慣騰

貨の時節には、到底と <vi象算通には出来ないだら

うと批評がましいととを書いた。

かういふ設計が、首時富山，幌で、計到せられた山

小屋でるった。その後果してと< v UJ 小屋が議定の

地にどれだけ建築されたかといふととを私はまだ

聞いてゐ友い。しかし、そりときに第ーに思った

ととは、とれ等の山小屋 L 風塵 とか. 漏度とか

積雪とかいふ高山特有の気象J' j k 態陀封ずる耐久カ

が第ーになってゐて、私の考へるや うえ主登山者む

快遁とか、安息とか. 美観とかいふ精神的主主とと

ろまではまだ行ってゐない。とれも通り越すと、

近頃流行の練成とか陀はなら ぬわ けで、あるが、其

頃では何とかして、もうよ少し考へてみたいと思っ

てゐた。

風の強い庭に建築する建物の緩式は、可主主り研

究に債ナるととで遣うるが. 嘗て、野中至氏にお目

にかかった際. 同氏は富士山上に作る永久的の観

測所として、建物の上部を狭くし、下部を 蹟 くし

た将棋の駒のやうな形のものを作れそり四壁を

二重張として、壁と壁との聞を一間位取り、そと

は双方の壁を連続する床張とし、ととには深山の

重石の石を置いて、風力陀飛ばされぬや うにしと

む床張を運動場にしたいといふゃ うえ主計剥を話さ

れたととがるった。

さて立山方面に、私が府係した山小屋といふの

はいまでも現存してゐる五色小屋ム黒部干の小

屋でるった。とれは私む勤めてゐる毎 日新聞社 k

長の本山彦一氏がまだ健在なとろ、お願ひして費

用 4 千 5 百圏を寄附しだ戴き、それによって宮山

! 臨と協議して築造するととに友仇さしづめ、展

望のよい前記む五色ケ原と、信州、| 側の希望も参酌

して、黒部干の舘渡し附近といふととに定めたの

でる否。

何しろ 8 千尺といふと、もう謹木響、草木ai 容だ

から. 小屋に要する木材類はみえ主越中側の有峯村
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から伐 b 出し、冬期のうち陀援を利用して零の上

をとらすととにした。仕事は. 春から互いっぱい

だけしか働くととが出来ない。工事一切は立山山

麓の芳朗寺材で引受けたが. 木造中 2 階建. 桁行

4 問、奥行 8 問、坪数12坪む小屋一様を建てるの

陀、大工の延人員 250 入、人夫45入、その他若干

の木視などを使用した。

設計については、横有恒氏から熔られた融制ア

ルプス方面の山小屋の形式なども参酌して、従来

の山小屋ｉＧｲＺｾうる不快友依黙を取除くやうに霊力し

た。他にも書いたととでるるが. ととに、首時の

仕様書を奉げてみると。

1.  敷地は中央高に掲き固め、周園。闘係によ

って遁営の排水工事を施すとと

2. 桂、小屋組、床持等に使用の主材は、針葉

樹とし、不足の場合は他の材種を使用し、大

腫に於て季木のまま、遁営4 . 工作をして組上

げるとと

3. 外部板壁は雨雲の浸入せぬゃう、防腐剤ク

レオソート油を 8 回塗布するとと

4.  屋根裏、板張の上「マル〆イド」茸とし、

その上商は、附近の土砂を喜子いて、芝ｾ張付

けるとと

!i. 内部側板壁縦張と内外板張中聞に、渦気止

め「マ J レソイド」張渡しのとと

(). 上下床は厚板張とし、縁付「ウスペリ」を

敷き、取外し自在とし. 昇降梯子 2 個を取つ

けるとと

7. 同床上部に遁営の棚をつけるとと

8 ・. 室内中央土間雨隅にストーフ・を備へ付け、

煙突一式をつけるとと

9.  採光窓は二重設備とし、一重1 ' r : 1 E 一分硝子

戸、引違ひ( 外部〉は木製開き戸をつけると

と

10. 出入口二ケ所原坂戸引込み工作するとと

以上はその大田告でるるが、その頃従来のIJ 、屋に

なかったととは、中二階として. 階下は南側に幅

7 尺ほどの床を張れ民ン中を土聞として、土聞

の中央をとれまでの撞にせヂ長卓を据へ、周囲を

腰かけにして、食事をするとととしたので、今か

ら考へると、何でもたいととであるが、営時とし

てはとれでも山小屋形式D 飛躍であった。それに



ストープを備付けたとと、採光を完全にしたとと

ペットはみ段階上にして、幾分頭部を高く、足部

を低〈安眠の出来るやう、床に傾斜をつけたとと

それから地下室を設けて、燃料の貯蔵所としたと

とたどである。

私たちが盛んにとの謹を歩き廻った営時は、信

州む燕岳の小屋友ど、いまの燕山荘の立訴さに比

ぺて、頂上の地中に穴を掘り、上の方へ笹の葉を

入れて、土鰻頭のやうに塗りとめたもので、との

土窟の中に押合ひながら眠ったもので、それはい

かにも燕岳の名にふさはしい燕の某のやうえEもの

でるった。かういふ土穴の形式は、今では、前練

勇士の掩蓋壌や、防宰築のー形式としてみられる

ものでるるが‘ その時代だから、五色小屋や、手

小屋は全く雲上の殿堂、のやうな思ひがしたもの

である。

大曹の工事が竣工したのは、大正12年から 13年

にかけてのととで. その頃は私も、 毎年のやうに

立山に登ってゐた。

大1 E13年の 8 月、愈よ工事も竣工したといふの

で、そのうと景を快茜に撮るととに主主り、てうど夏

山の終をみて、その年は針之木越へをするつもり

で、信州大町の劃山舘陀一泊、そとで百瀬慎太郎

君の臆入りで、体刀林菰以下、一流どとろの案内

者の顔を揃へて賞E人百瀬君も知って、大津小屋

に一泊の上、五色ケ原に登つ? と。考へてみると、

もうかれとれ20年陀怒る。その頃には最早百瀬君

も私も. 山 lヒ封ずる考へ方が襲りつつあったゃう

で2うる。何でも盛んにいはゆる営時の流行登山者

気質を罵 b合ひ、案内者とー; 簡に、車ぼみにゆる

ゆる午睡を貧 o 1;J: どして、急: がす京あせらす京、悠々

として歩き登った。大深小屋は百瀬君が経営して

ゐたので¥誠に庭内の山を散歩するといふ気持で

るった。初秋の風が吹き出すともう大方む登山者

の影は主主〈主主れ閉め立てられた大津小屋の中に

入ると、 突然、無主主の査がとびついて来たのに繁

かされたりした。

五色の小屋は、附近の残零がすっかり消え去り

新零にもまだ早いので、窮民としての美しさは友

かったが. 人去って後、咲き蹴れ? と百花繍漫の会

花畑は、まととに天上の妻範囲でるった。そとで.

5象め用意して行った「シナリオ」によって、山麓

から 1 本 1 木と、材木君主どを屑陀背負って登って

来る人夫の努苦、土盛の工事、屋根王手主主ど 、さう

いふ建築工事の模様を分るやうに案内者たちを役

者に使ってやらせ、最- 後陀屋根の上の、周波竿に

日章旗を掲揚ナる場面を撮る段ど P になった。

ととるが、との日はit f ' L快晴で.. ｾきには一片む

雲切れもえにしそろそろと園旗を引き上げて撮っ

てはみても、関旗は旗竿にべたりと食つついて垂

れたまま少しも醗ら主主い。夕方まで風を待ったが

依然として. 風が出ゑい。旗戸ぜか、様だか分らぬ

のである。仕方が左足いので、明朝もう一度撮り直

さうといふととに友った。

すると、最前から駅ってとの光景を訟がめてゐ

た林臓が、難しく顔注しかめて.

「といつあ、ゑれいととに主主るぞ」

と怒鳴った。

8 千尺の五色へ来て、かういふととはかつて無

いととだ。風がとん友陀死んでしまふといふとと

は、やがて気象赦憩が激饗する前兆で、とれは大

費だ。いまのうちに、少しでも早く山を降りて置

いた方が安全だ、とりるえ歩此下の立山温泉まで、

逃げようと真面目臭っていふのでるる。

空を仰ぐと、一天晴れ渡って、風1 ; J : く、雲えに く

まととに日本晴の秋光でるる。正かとは思ったが

信頼して、山から踊ったその日に叉来て貰った一

行のリーダーのいふととは 、山で、は聞かねばなら

ぬのが法律でZうる。私たちは取敢え歩一切を取片

付け、暮れぬうちにと、すぐ 山賀にある立山温泉

まで下つ? と。

誠に阿呆らしいといふやうな気もちも多少は手

係ったが、との林臓の山の霊感と云ったものが美

事に遁中して、そむ夜九時頃から吹き出L た風が

猛雨を交って. 翌日も 1 日牧らすヘその弐ぎの 9

月 1 日にえにつでも猫ほ雨はやま主主かった。私はて

うどその日 、先頃硬く主主った支那象者の津田幸夫

氏の令兄に行き合せ、同氏が同宿の客と将棋をや

ってゐるのをみてゐた。すると、突然凄しい山鳴

がして、ぐらぐらと温泉宿の建物が震動した。私

はすぐ林菰む室にとんで行き、

「ゑらい山鳴だったが、小屋は大丈夫だらうか

ね」

といふと、林菰は
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「はあ、どとから山抜けがしたべい. 小屋より

も、ととの谷に7Xが出やしねえか. ちょっと見て

来まっしょう」

と云ひ友がら、まだ降りしきる雨の中を久 B人

をつれて出かけて行った。

翌日、とも角とんどの撮影はー感中止して解散

するととに決め. 大町から連れて来た案内者たち

は芳朗寺を廻って汽車で賜るととにして混泉を出

裂し? と。

私たちは増水した谷川を渡って松屋坂から、調

緑 蔭 j憂 筆

極小住宅と材木禍

聞及らでは資材入手難となって、私共民間建築

家は商賓が成立せぬ需 t亡、私自身は昭和14年 以

来、: 1 f 十絵年来の建築界から脆して、讃舎と著述と

に絡始して居ったが、昨年来奮友に引き出されて

重要計器の製造に従事する事となって、ゐそろし

く多忙な日を逸って居るので¥めしよりすき主主建

築と念陀縁が遠く主主って、最近の赦況をさっぱり

知る機舎を失ったが. 併し道聴塗説主主がら多少む

雑音は主干にして居るので¥無遠慮に無責任tJ. 事を

舎かせて下さい。

生産披充の需に大工場が津山陀出来る. 而して

其後に集る人々の住宅難と友れ其の結果津山左足

住宅が建てらる L が、資材節約の需に夫れは極め

て小さ及、云はど人聞の某と云ふ様主主もので、従

来我々の考へて居った住宅の観念とは大費に異っ

たものでるるが、勝ち抜く需には不得止ぬ。

共産でか様左足極小住宅で、も、人聞が居住する震

には、出来得る限りの智慧を絞って、十分に保健

的要素を取り入れて、衛生的に互コンホグプJレ主主
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陀ケ原に登 b立ったが、その頃はもう暴風雨のる

とが. 名残友く晴れ渡って、拭はれたやうに美し

い立山連峯を仰を主主がら、山抜のとと主主どはすっ

かり忘れ果ててしまってゐた。

そして一行は藤橋まで下って、はじめて 9 月 1

日の閥東f大震災、東京市全滅と云ふ報を聞いて樽

然とした。

近い山抜けだとばかり思ってゐた温泉場の震動

がそれでるったのだ。

く留E者は、大阪毎日新聞景土第虞都顧問〕

山 回 醇

ものとすべきで¥関係官局者殊に建築家は熱心に

努力する責任がるると思ふが、建築J t を引退して

居る鴛か、不幸にしてよく研究したと思はる L 様

なものを見る機舎が無い。

何にかに一度書いた様に思ふが、 7 坪宇と云ふ

が如き極小住宅は、経済上長屋建てとすべきで、

防火の篤には油賞友箇所に防火壁を設け、絶韓に

南向きと主主し. 南から北に遁風をよくし、床下の

排水と遁風とに注意し軒を深くし、防 ｩｾ と換気と

に留意せざる様たものは. 絶腫に建てぬ様にして

ほしい。

巴里滞在中、私は参考C 震に. B 坪位のアパー

トに居住した事があるが. 其の時に感じた事は、

か様えに小さな家でも相営に愉快に居住出来るが、

我園の居住制度を改良せぬと、色々なトラプノレが

生じ、其の中でー若手考へさせらる A 貼は、子供の

有無と料理法と買物であったと記憶する。

7 坪牟の極小住宅では、小さえ主部屋が二つより

出来ないので¥子供が三人出来た友らぽ、居住者

は相営に苦しみ、特に三人とも IJ 、さいと病気の場



合主主ど、隣組の助ブJ 1 t . しには、主人は外κ 出て御J

く事が出来無い。従って極小住宅の建築l念、建築

方面の研究以外陀、隣組制度の改善強化が必要で

ある。

同時に又食事の材料と料理法の改良も、極小住

宅のみえ主らす九一般中流住宅でも大に考慮せねば

友らぬ。外園では朝の食事はー椀の湯さへるれば

完全陀すます事が出来るが. 現在の我々の家庭で

は、先づ漬物の心配を始め、めしをたき、味噌汁

を作れ而してゐ茶をと入る L のであるが、外園で

は湯さへ言うれば簡単に朝食が出来る様になって居

る。主食でも手主主をはぶかんとせば、ベンとコー

ヒーとハムかペーコンかコールドミートか. 夫れ

に果物でもあれば立祇に霊食となるが、我々 C 食

事はあまりに料理法に手数がか L り過ぎる駐は、

将来外圏人と絞宗ーする上に、非常陀努力の献で不

経済と思ふ。

夫れから気候の聞係が大にあるが、外閣の家は

日本ほど開・政的でないので¥柴に戸締りが出来る

ので. 家を閉めて買物に出るのに. 何等の苦心も

ないが. 之れもよほど上手陀工風せぬと非保舟的

友家とえにつて、たやナく家を留守にして買物陀出

る事が閣総でるるが. 出来得ぬ事では無い。

劃するに研究と工風とに依つては、小さな住宅

でもある程度運生活は出来るが. 生めよ殖せよで、

津山に子供を猫すには、 7 j平半は不向である。云

ふ迄も無く人聞は犬や猫では無いから。

。 。
<> 

長い間の出入の棟領が遊びに来て、木材の入手

難に就いてひどくとぼして居ったが、木材の統制

舎粧が出来て銭砲玉に次いで重要友計器を作る我

々の工場でも、現在人と、木とに一番苦心して居

る。即ち努務と費材とを受持って居るものが. 最

も苦心して居るので¥他日生産方面で一番賞興せ

らるべきは努務課員と資材課員であると f言歩る。

殊に念主主増産を命ぜられた工場では 、勢い工場

の増築が必要で、先き立つものは木材で、軍から直

接配給の無い場合は、木材入手の侍陀筆舌に重量せ

ぬ苦心であるが、我々と時々之れで決戦の完途が

出来るであろうかと思はる L 事 が. 一度や二度で

は無い。兵髄的に記述する事を遠慮して置くが.

J原木とか大木とか云ふ新設役所員は、ラジオを聞

き新聞を謹む機舎を持たぬかと思はる主 事があま

りに多い様だ。

其の結果は、五六十年も以前に使用された古桂

が、一本20固と云ふ始末で、念を要する修理主主ど

場合に依つては、金ではどうにも出来ぬ事すらあ

るが、も少し時局を認職して、所謂職域奉公の誠

を輩す考が何故に出ぬでaうろう。

先頃森川費三氏著の「ナチス満乙の解剖」を諌

んで、調乙が如何に寓事に注意して居るかに感服

して居るが. 決戦下の今回、我閣の官公吏、特に

中級以下の者陀是非讃ませ度いと思って居る。

飛行機で有名主主フオツカーの自叙傍 L 此の頃

讃んで見たが、さすがに前大戦陀は満乙でも、牧

賄と役得とはかえ主り盛んで、るった様だが、ナチス

む治下では相営 l乞巌粛で、不心得者は精神入換所

I' C 牧容して、徹底的陀魂の入れ換をなし、許可や

認可は 8 日で、鹿理し、ガソリン配給所の小役人ナ

ら、我園では襲にし度くも無い様段、常識的廃致

3ごたにすと云ふ質例が書いてるったが、東亜む盟主ー

も少し計り気を付けてほし事柄が色々 た方面にあ

る。特陀建築界では木材関係佐一番多い様だ。

決戦下の今日、民間では営分の問、 3 年や 5 年

lま新築は止める事にして. 軍需及準軍需充足に重

鈷を置いて、便乗は絶慌にせぬ代れにか様な方面

陀はJ隅木や大木は、手段だ面倒だと云ふ事を止め

て、常識的に念速にｾ理する事を希撃する。殊に

最近現二にした事買では、 1 時間もあれば完全に出

来得る石並立の精算l ' C . j l l'C l ヶ月官余りの日子を要

し、しかも夫れが生産披充に必要なる大切な材料

であったと聞き、 ｾｪ 聖唖然たら古るを得君主い。の

み主主らす"f際木の産地出張員などの内には、言語に

絶する不都合奴が居って、 j i、主主からす草木材の搬出

に不愉快極まる トラプノレを起し、大切な時間と無

駄えに金を消費せしめて居ると云ふが、 山の中でも

新聞もありラジオもるる今日 、何故に時局の認織

に心懸けねか、又監督、の地位にあるものも、何故

に責任を感じないのか、誠に遺憾に絶へ白衣第で

ある。

L筆者は 、 山間建築事務所主う
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住宅の決戦的性格と貸家組合法

戦力増強の問題と関聯して、住宅の決戟型とか

住生活の決載態勢といふととが最近自立って謂は

れるやうにたった。前者は主として住宅の建設部

商に会いて、後者はその消費の部面にゐいて用ひ

られてゐるやうでるるが、しからば住宅の決戦的

性格とは、一種どむやうなととを指すのであらう

か。

戦争段階の進展に呼醸してすべてのもむが決戦

的に立て直され. また、そう君主らねば主主らぬとと

は営然ではあるが、人々は住宅の分野 ｲ｣ｾ いて無

反省に決華民的といふ言葉を倦稽してゐる餌向が主主

いでるらうか一一、住宅が決戦的で2うるといふと

とが、言葉づかひや掛聾だけの同居として取扱は

れては左足らたい。住宅が図民の患なる消費生活の

基地としてどはたし生産扱充の前提として、或

は戟時生産力それ自瞳の問題として把握されてゐ

るととは、如何にも住宅の戦時的性格を裏づける

もむではるるが、しかし、そのとと自趨が直ちに

営然決戦的であるといふととには友ら友いし、そ

の程度の差嘆によって漠然と戟時的と呼んだり決

鞍t的と稽へたりナるととが、果して正しいと謂へ

るだらうか。

成る程、従来の木造建物建築統制規則による普

遁住宅の最大限百平方米の制限が今回の工作物築

造統制規則によって80平方米に縮減され・或は集

園住宅や共同住宅その他一聯の居住用建物の建築

規格が制定されて、住居建設者の自由裁量の島余地

がだんだん狭められてゆくといふやうな制眼強化

の趨勢から、住宅の決戦的性協を結論するととも

出来るでるらうし、また、住宅資材の節減・その

代用化・努力の省略・多量速成方式の進捗等、住

宅陀関聯する最近の並々の出来事から其む決戦的

性格を説明するととも勿論間違ひでは左足い。更に

また、昭和18年度の管圏住宅がいはゆる "7坪正予"

Vl 41 1 0  

玉 塚 締 伍

と呼ばれ、心泣き一部の人々から邦撒的危別稽を

贈られてゐるととるの極小住宅をその大部分とし

てゐるととも亦決戦的と謂ふに相臆しいととは確

かに事責でるる。

だがしかし、それらは何れも住宅の建設が決戦

的でるるといふに止まれ一般的にいって住宅が

決戟的でるるといふととには友らえにい。換言すれ

ば、とれから建設する住宅は決戦的であるが. 現

に都市建築物の絶望す多重立を占めるととるの既存住

宅は非決戟的である一一現賓の事態はむしろそれ

に近いし、その故陀とそ他の生活部面、例へぽ衣

食の部面に比べて、問題の重要さの割合に世舎の

闘心も薄く、或は局部的に止ってゐるので2うるが

一ーといふ結論をさへ生歩る。

従って斯る建設の商のみに主まいて住宅の決戦性

を求むるととは瞭らかに不充分で、a!>!J 、厳密にい

へば、決戦下の複雑主主諸僚件の主主かで、如何にして

より多くの住宅在建設するか、といふととで主主く

一一勿論、住宅建設の重要さはいさ L かも失はれ

歩に一一如何にして園民全種の住生活を合理的友

らしむるか、といふやうに問題の焦黙を建設面か

ら消費面に移すととたよって、住宅の決戟的性格

を捉えるのが至賞で2うると思ふ。

換言すれば、佐宅の消費規正一一建築資材の消

費規正と異なる一一郎ち住宅の適正配分をたし途

げるととによって、はじめて住宅の決戟的性格が

示現されるものであり、具種的には、圏民の伎水

準を打ち樹てるととによって既存の住宅を最大限

に活用し、 zまは都市居住者の再編成を断行して生

産力の昂揚に寄奥ナるとと等が即ち住宅の決載的

性格を裏づけるものでなくてはならたい。

カミムる意味rcj 甘いて、従来D 住宅政策が一一客

観情勢の激費にも拘らす= 一一依然として建設主義

を固執し来ったととは、瞭らかに片手落ちでるつ



たと同時陀足踏み的でZうれ決戦的政策でるると

は云ひ得念かったと思はれる。尤も、いはゆる遊

休建物の徴用とか、車事鹿業底舗などの時活用等が

漸く積極化しつ L あったととは事貨であるけれど

も、その所在地域や絶針量等の制約があるため陀

多くの効果を期待するととは無理で、あれ所詮、

局部的に決戦的であり得るに過ぎすヘ全慢的陀住

宅が決戟的であるといふととには可成りの隔がわ

ったといはねば主主らない。

去る第八十二議合衆議院企業整備委員舎にゐい

て厚生大臣は/ 1 努務管理の臨路といはれる努務者

住宅問題は、配置縛換計霊に喜子いても特に緊念を

要ナる問題で、Zうる。セれには時換先の住宅や既存

建物を出来るだけ活用。して住宅難の主主いやうに手

を打つととが肝要だが、本年度。物動計壷中に喜子

いて. 努務者住宅用普通鋼材や木材をと確保して 2う

る/ 1 と答へてゐる( 毎日新聞・東京版18. 6. 18) 。

厚相のいはゆる既存建物の利用が如何主主る程度の

目論見を醸してゐるものかは固より推測し得君主い

ととろで2うるが、遁勤距離内の居住密度が既に飽

和歌謡に達してゐるとと、今回の大企業整備によ

って相営大巾の人口移動集中が行はれるととを想

像ナる反らぽ、と L にいよいよ住宅C 決戦的立て

直しが質現せられねばならぬとと主主主らう。

しかし傍へられるととろによれば、今回厚生省

内に設置せられるととに友った臨時緊念住宅劃策

委員舎では、企業整備による第務配置輔換に伴ム

住宅封策として、受入れ工場側む有ナる既存設備

は勿論・特慶業庖舗・各種不要不念皐校・料理庖

貸座敷・平和産業部門寄宿舎・醸造業倉庫・別荘

業他大邸宅等の縛活用について格段む研究を途げ

るととになってゐるといふ。問委員舎今後の動向

を見極めなけれぽ分らぬけれども、若し建物最高

度活用の封象を上記むものだけに限るとすれば、

依然としてそれは部分的障活用の域に止るもので

あって、縛括的・根本的に住宅を決戟的に振り向

けるものとは云へたいゃうで喜うる。

しかし、一般的に住宅を決戦的方、らしめるとい

ふととは、結局園民生活の様式を決電話的陀整備す

るととを前提とするもので2うれ同じく今回の臨

時議会衆議院琢3車線舎で/ 1 園民生活む最低限を確

保するため私的消費を塵縮し得る隈度如何H とい

ふ質問にたいして、鈴木企制院総裁は園民の決戦

的感覚昂揚を要請して/ 1 圏民の戟時生活は最低限

度に確保する方針でZうる。その程度は必勝の信念

によって定まるのでるって、との見地から園民生

活をみれば. [ " " 食」の上では現在の水準を維持し

更に出糸得ぺくんぼ増加したいと考へるが、勢務

者・小児・老人を除き他の生活部門に在つては、

「衣」生活a : : はじめ、 「住宅関係J t c 沿いても惜

ほ緊縮を講し得る fI と言明してゐる( 毎日新聞・

東京版18. 6. 19) 。

いふととるの H住宅C 緊縮fI とは住生活の切下

げでるりそむ簡素化を意味するものと思はれるけ

れども、そ C 住生活D 最・低水準がどのやうなもの

であるかは今日までむととろ別段に示されてゐな

い。けれども、たど誌に注意を要ナるととは、い

はゆる往生活の切下げは一律無反省に園民の現在

の居住欣態を低下せしめるととでa ; つてはならぬ

といふととである。一部の人々、殊に重要生産事

業場を中心とナる逼勤距離内に在つては、住生活

の切下げどとるか. 反劃に引上げねばならね7状態

に在るととは屡々識者の指摘する遁りである。

暴覚、住宅の決戦的再編成、或は住生活の緊縮

とは. 園民全腫の住生活に喜子ける上限と下限との

現在にゐける無制限主主るひらきを縮めるととで主主

くては友らぬのでるって、一方にゐいては七坪停

の極小住宅に駅々として過密C 居住を営むものが

あるに反して、他方に沿いては生産の増強とは全

く無関係陀E 苦誌の財を投じて過大住宅を求め、超

島余剰居住を管むものがあるといふとと在、法律も

道徳も認容してゐる限れ住宅の決鞍的性格を一

般的に宵認するととは出来ない。園民の決戦感売

が新る法律や道徳を修正するとき始めて住宅は決

戟的で喜うるといひ得るに至るむである。

とまれ (1食fI や 11衣 11 ( [ ) 問題と異主主り/ 1佐fI の

賞湾線と貧乏線を確定するととは事宜容易ではな

いが、最早や好むと好まｾるとに拘らす］現貨の事

態は住宅の在り方を根本的に是正して止まない。

今次の軍主宰か圏家の綿カを傘げての戟ひでるる限

れ前棋の進撃に呼臆して銃後の生活も亦一歩前

進し怠ければ1 ' d . ら友い。住宅が個人の所有物マ2う

れ 或 は 個 人C 使用物で2うるととに費りは汝くて

も、所有者や使用者D 悲意が強度に制約されると
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とは営然でZうれそれが同時陀圏家的資源であり

戦力の構成要素のーっとして考へられるばかりで

泣く、之を賃現ずるととによって住宅の決戦的性

格は明確と主主るので2うる。

上来わたくしは、住宅の決戟的性格はその建設

面に沿いてよりも、ヨロ多くとれを配分の問題と

して消費む面において促えるととが至営であると

とを述べたのであるが、しからぽー腫いか主主る機

闘を主韓として既存住宅を最も数率的に活用せし

むべきでるらうか一一。斯うした疑問を前にして

最先きに姐上に登るもむが貸家組合でるらう。

蓋し、都市の既存建物の絶封多数が此の組合に

所属ナペきもむでるって、都市居住者の再編成も

住水準む引下げも. との組合の努力に倹つべきも

のが顔る多く、従って・決戟感覚の法透如何の問題

も貸はとの組合陀劃してとそヨリ多〈要請される

わけだからでるる。しかし、との組合構成の基盤を

友ナととろの現行貸家組合法を以て、果して住宅

の決戟的性格具現の要請に臆へ得るであらうか。

周知の通り去る 6 月14日を以て貸家組合む全図

的中枢機関たる貸家組合中央舎が誕生したが、現

在のととろそれは一個の任意図慢でるって法的根

擦をもつものではたい。と. 1 . tて法的制度としての

貸家組合中央舎の貰現を期するために現行貸家組

合法の改E は必至の要請でるると謂へょう。

しかし貸家組合中央舎の結成を機縁として、貸

家組合法C 改正が要請されるといふととい貸家

組合法改正の要請は皐に貸家組合中央舎をして法

的地位を取得せしむるととだけに止るといふとと

L は、直別して考ふべきでるって、問題と主主るの

は中枢機闘の法的性格よりも、むしろ貸家組合そ

れ自趨の機構主主のであれ別の言葉で云へぽ、貸

家組合法そのものム性格が現献のまムでよいかど

うかといふととでるる。

そもそも貸家組合法は昭和15年11月の住宅封策

要綱にいはゆる 11民間貸家事業の改良程遠を回り

貸家の供給増加を期するため貸家組合を設立し.

資材取得の斡旋 ・資金の貸付・家賃む統制等を行

はしむる 11 といふ一項を兵器化して、昭和16年 8

月 7 日法律第47読を以て公布、同年 7 月 5 日施行

されたものでるれその目的が 11組合員に封ナる

貸家の供給を間滑君主ら しめるとと 11 と 11組合員む
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貸家経替の酒E を園る fI f ' L 在るととは同法第 1 僚

の規定する通りである。

ナ君主はち、細徴にわたる黙は暫く措くとしても

営初との組合法制定の趣旨が、住宅の供給を豊富

たらしむるため陀、民間の貸家建設希望者を組織

して、とれ陀建設上の便宜を奥へるとムもに、貸

家事業の改良蛮達を閏るととを主眼としたもので

Zうるととは瞭かであり、とのために従来の産業組

合以下商業組合工業組合に至る系列の組合と同じ

く、組合員たる貸家企業家の利盆協同盟として構

成されてゐるのでるる。

成る程、との組合法制定営時の客観情勢からす

れ{ ' f . 拘に時宜に則した意固でるったに相違泣い

が、それがそのまム今日の緊迫した事態に即臆ナ

るかどうかは疑問であれ建設資材逼迫の事責・

5うらゆる企業の性格の費貌・住宅に劃する決戟的

性格の要請等を院み合ナ主主らぽ. 遺憾友がらその

結論は反封でるる。

本 年 8 月末日現在にやける厚生省の統計による

と、組合致 285 組合、組合員数 124. 378人一一貸

室組合を除くーーとなってをれ未加入家主192 .

231人との比率は40: 60を示 してゐる。斯く組合結

成々績が捗々しく主主い理由として、強制設立・強

制加入C 制度を排して任意設立・任意加入を原則

としてゐるとと、家主の大多数が二戸三戸c 貸家

を所有する零細家主でSうるとと、等を事げて斯る

見地から現行法の改E を希望されてゐる向が多い

ゃうでるるが. わたくしは、その根源が利益協同

盟たる性格、従って共同施設的機能を主眼とナる

ととに由るものでih T  . 一切の障害はナベてとの

結よ b護生ナるものでるム具腫的陀いへぽ. 法

第 1 僚の目的規定陀貸家組合の園家的性格が明確

に示されてゐ主主いととに由来してゐると思ふので

ある。

貸家企業が零細・無反省及る高利貸的性格をも

ってゐたととから、新る家主の圏糧たる貸家組合

陀園家的性格を賦奥 し、 現下の住宅問題を庭理せ

しむるに は徐りにも事態が切迫 して ゐると説く論

者がえにいでも主主い。しかし、時局C 進展に遅れ勝

ちた零細家主なればとそ之を指導して園家の要求

ナる棋に副はしめる要がるるのでる T. 飴 b にも

事態が切迫 してゐ るが故陀とそか L る園置を強化



し怠ければならぬのであって. わたくしは、現存

の( b らゆる住宅を決戦的に立て直ナには、先づ以

て貸家組合に侠つべきものであると考へる 。

現在の貸家組合が兎かく批判の封象とされるむ

は、その存立む基盤? とる現行貸家組合法が現下の

事態に即臆しないととから生歩るものであれ貸

家組合を批判する前に、貸家組合法自瞳を批判す

べきだと思ふ。ナ訟はち、現行貸家組合法を根本

的に改めるととによって貸家組合を再編成 し、と

れによって圏民全般の住生活革新の貨を稼げると

とが住宅を決戦的危らしむる所以でるると思ふ。

そのためには中桓機関白指導力の結も勿論問題と

たるが、 ( 1) 利益協同醒的性格を清算するとと、

くの強制設立・強制加入乃至営然加入制とすると

と. ( 3) 貸家所有者のみなら歩庚〈住宅所有者を

以て構成するとと、 ( 4) 経替統制機関たるに止ま

らす= 住生活の指導機関とするとと、等が差し嘗っ

て必要で、るらう。

現行貸家組合法制定の嘗初にゐいては、民聞に

散在する企業家の資本を結集して住宅を建設する

飴地がるったかも知れぬが、現在に沿いては斯る

企圃は殆んどとれを拠棄せざるを得it い事態に立

ち至ってをれ建設以外む方法によってとれと同

様の目的を達したければならない。それは既存む

住宅が何人か個人の所有に係 T. 或は使用に係る

もりで2うると共に、現下C 至上命令たる生産搬充

資源として最も有般に活用するととに踊着するの

であるが. そのためには、住宅を所有するととに

よって図家目的を達成し. また達成するためむ組

織でるるととを明確に示さねばならない。カミ与る

見地に沿いてのみとの圏瞳への修繕用資材その他

の資材配給の必要性が首肯し得られるのでるる。

しかるに現行法の下にるつては、斯かる園家的性

格を訣如するばかりか、反劃に、修繕資材の割営

そむ他個人的の利益を目途として組合の設立加入

を促すといふ仕組に友ってゐるために、一且、配

給資材が依乏したり、家賃値上の希望が達せられ

左足いととが明瞭とたれば、諒にまは組合脆退者を

生じ、或は組合む活動は停止す るに至るといふ危

険をさへ胎んでゐる。

貸家組合法が設立命令・強制加入或は首然加入

の制度を採用しなかったむは、嘗時の見透しとし

て相営資材の出廻りが理想、され、とり費材配給の

関係から其の設立・加入が期待せられたばかりで

なく、組合未加入者に劃しても行政官磨、は必要に

臆じて組合の統制に従ふべを旨の命令を出し得る

といふ仕組によって、一腰全部の目的を達し得る

と考へられたとと陀由るものでるらうが、而も備

段斯る湾へ方の根底には/ 1 組合員の利益" といふ

ととを第一義としてゐるととを看過し得友いので

るる。勿論、組合員の利益圏瞳たるととに終始一

貫してゐるわけでは友し統制酒瞳的機能の結を

全く無視するととは出来友いけれども. その色彩

は比較的薄いし、現在までの組合結成の質績と組

合活動の経過によって抵測するならば、斯る陵昧

なる性格を揚棄して、此の機構を遁じて直ちに園

家に奉公すべきととを直裁端的に表示するを以て

遁かに勝れりとするもむで2うれ斯くしてとそ強

制設立・強制加入の可能性 L その必要性も明瞭

と主主るので、ある。

貸家組合が鼠主主る貸家企業家の圏瞳乃至利益園

韓として Y はit く、強度C 園家的性格を有つ住生

活の指導菌檀として再出穫するに営つては、そむ

構成員を/ 1 貸家" 所有者に限定する要は友いし、

従って" 貸家組合/ 1 といふ名稽も亦事責から遊離

したものとなるが. とれらの結についてはまた別

の機舎に検討したい。

果覚、王見下の住宅問題の焦姑はその建設や経営

と並行して、既存住宅の最高度利用・園民全臨む

住生活の革新といふととに併せ置かれねばならぬ

のであれ貸家組合の使命も亦との線に沿って検

討すべきで② る。現行貸家組合法の下K 衣つては

各都市に3ないて多数を占める既存住宅をしてその

決戦的性格を護揮せしむるととは容易ではない。

偲り に現行法の下ＱＱＺｾないて貸家組合がその所属の

住宅を決戦的に振 D向け、職域奉公的活動を完遂

したとしても、それは現行組識それ自盟のなか与

ら生ヂる営然の結果では主主くして、 3置は組合の首

脳者たちの ・或は構成員。特別友る努力の結果に

外 it らぬと云u . . 得ょう。努力は勿論必要でるる。

だがしかし、園民c 住宅を決戦的に立て直すには

先づ以て貸家組合それ自慣を決戟的機織に編成し

主主ければ主主らたい。 ( 18. 7. 10)  

( 筆者は不動産経済研究所長。
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時 の 問 題 い ろ い ろ

業界の整備統合

土木建築業界 L 何時までも此むままで行く筈

がたしその整備統合の時期が近く迫ってきたや

うに感歩る。昨年と本年にかけて 2 回、各業者む

過去 8 ヶ年聞に於ける質蹟の調査が行はれ、或る

程度の準備も整へられて居るらしい。資本金10寓

園以上、過去 B ヶ年聞の業騎手均、毎年50蔦回以

上といったゃう友ととるが標準となるやむ噂も聞

くが、果して奈何だか、その遁全く不明でるる。

年平均50蔦固といふと相賞えに額むやうにも感ぜら

れるが、工費が以前C 三倍或はそれ以. . b にも騰貴

して居る現在にるつては、此の程度が標準となる

のが歪首かも知れない。

既に昨年企業許可令が出て、合同以外に新規の

管業は全然不許可む方針を採られてゐるやうだか

ら、以来業者の致は絶劃に増えて居らぬ筈だ。写

る資材や努力難むために、注文は有つでも思ふや

うに仕事が遺ばぬといふので、何れは整備統合を

猿想して. ぽつぽつ鹿業ずる向も少左足く友いやに

聞く。合同して新らしく株式組織か何かで堂々と

出聾して行く見込もなしそれで、ゐて一面. ふるひ

落さるるととは確質といったゃうえ主群少業者は、

此の際思ひ切って自盤的に慶業し、いち早く新規

吏生の道を講歩るのがー暦利功かも知れない。兎

に角、土木建築業界に、一抹不安の宰気が至る所

にただよって居るのは事責だ。

吾人技術人の立場から観ると、土木や建築工事

に大中小が有る如く、業者に大中小のあるむは自

然の形だと思はれる。とさとさしたつづくり普請

や、簡単な模様換工事のやうなものを、まさか.

資本金何百高圃といふやうな大舎祉に持って行け

ぬのは明らかだ。業界が或る水準線で、匡切られて

それ以上のもののみが残るとなると、倍、奈何怒

るでSうろうか。かうしたつづくり普請や模様換工
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事の仕末にも困り切るやうた結果にたりさうに想

像せちれる。木材が統制せられて、僅か貫一丁で

も容易に手廻り粂ねる結果となってゐる事笠に思

ひ合せると、如上の想像は、皐主主る一片の杷憂に

泊l ' f ぬふるっさり片付ける語には行かね事と反

る。営局者に劃して、特にそむ謹む用意を是非考

へで欲しいと恩ム。

聞くととろに依ると、大工工業組合C 成立と共

に、上記のやうな小額主主仕事に謝して. 大工業者

に其の請負をも認めるのだといったゃうゑ訟もる

るが、とれが若し事宜とすると、よし工費の上で

はっきり直別はつくと言ふも <D<D. 大工業と請負

業の混同する結果を招来して、業界む整備統合の

質がるがらぬやうに息はれる。とれでは、一方で

業者の監は思ひ切って在来の五分むー或は十分む

ーにも減少したとしても、一方でヲ診を餐へて増え

るやうえにととになりさうだ。それでは何にも友ら

主主い。

何れの分野にあっても、整備統合の難かしいの

は言ふ迄もたいが、殊に土木建築業界のやう主主多

面多角的で、土地の欣況に依って著しく事情を異

にするものに就ては、特別の考慮が必要で、遅うる。

たど皐t亡、過去 3 ヶ年聞の年平均質蹟位で、そり

標準が決められたので、は奈何か ι 官、ふ。土地の事

情についても充分に調査をとげ、必らヂしも業盟

の大小といったととのみに拘泥しないで、よくそ

む賀情に即した整備統合がやって欲しいと思ふ。

決してゐ役人を信額せぬ謹では左いが、喜子役人任

せでは本営のものは出来さうに思はれ君主い。とれ

には是非とも業界指導の位置に 2うれ叉、業界の

宜情a : 最もよく知って居る筈の人達が、充分に調

査も行ひ、研究をも重ねて、圏家祉舎のため悔を

百年の後にのとさぬ様に、営局に進言すべきもむ

は委曲具伸し. そむ鹿置を誤らぬゃう願ひたいも



C である。

国民住宅の問題

近著岡謹平皐博士の澗伊記行文を拝見すると.

職事下にるって衣と食の問題は、調伊に比べて吾

が園は決してひけをとらぬ質情l 1 : aうるが、調 b 住

む問題については、頭から比べものに左足らぬ程低

劣だと慨いて居られた。とむ事責は、必らす= しも

回準博士を煩はさ君主くとも、筆者らの常に想像し

て遺憾に思って居たととるでるる。

勿論、博士が滴伊を見泉されたのは一昨年のと

とらしいから、そむ後の滴ソ載棋の抜大とともに

かうした建設方面の宜依も、官余程襲って来て居る

筈では有るが、何れにせよ住む面については、彼

我著しい逗庭の2うるむは事責だ。園情がさを く遣っ

て居るのだからと、之れを一言に片付けてしまへ

ば或はそれ迄かも知れぬが、園民生活の上陀最も

大切主主住の一面t亡、斯様に大き主主聞きの2うる事貨

を、吾人技術に携はるものとしても、ぼんやり聞

き捨てに、るあ左様で、すかで、はすまぬゃうえ主感が

する。

全瞳吾が園では、住に封ずる関心が、賞局は勿

論、ー殻園民の上にふ多年に亙って啓裂され友

かったうらみがある。吾々は、筆や口や、叉之れ

ら貨物についての魯裁に出来るだけの努力はして

来たつもりでるるが、遺憾ながらそむ力弱く、思

ったゃう友賀蹟はあがって居ら主主い。今に及んで

とん友くり言をいってみても何にもならぬ韓では

るるが、今少とし早く営局や一般が. 園民住宅問

題に眼ぎめて居たならばと感ぜられて、返へナが

ヘナも残念で、Sうる。都市防火の問題についても、

全く同様の事が言へる諜であるが、それは問題外

として震では言及せぬととにナる。

正直なととる、営局が、国民住宅の問題にやや

真剣に手をつけ始めたのは、やっと住宅管圏の設

置以来だと言ってよい。どしどし後方から押し詰

められて、もう、にっちもさっちも行かえ主くなり、

やっと思ひ切って質現せられたのが皆圏だ。出来

ぬよりは出来た方がよいむは勿論でZうるが、その

出来方が絵りにも遅いのでるる。首局の頭が此の

獄態で、2うるから. 民聞の企業者や資本家む聞に②

つでも、工場は建設しても、そむ工場の夢事務者を

如何に住はせるかの、先づ第ーに考へられねばな

らぬ問題を、てんで考へゃうとはしなかったので、

るる。吾々が工場を建設する前陀、先す= 苦手務者の

健全友住宅から計壷してかからねばならぬ等と進

言しでも、頭で劃手にして呉れ主主かったのが事業

界の賀情でるったのだ。吾 k 多少とも、さういふ

方面に早くから関心を持って居たもむとしては、

只止むを得ぬだけでは、奈何も納りさうにない感

がする。

<  ! J 言はとれ位にして、さて住宅管国の質蹟は

奈何か。との超非常時下1 1 : < < うって多数小住宅の建

設は、仲々容易の業で、主主いのは明らかだ。敷地難

資材難、努務難、 E象算難と、どちらを向いてみて

も御絵ばかりで、とればかりは差営り奈何すると

とも出来危い。おLι の計重だけならば、どうにも

思ったやうに出来るが、是れが貰現とたると現在

種 k 1 . 主る困難に遭遇し、至IJ 底致定の通りに進工せ

ぬのは営然だ。誰れがやってもゐそらく結果は同

じであらうと思ふ。

管園建設の住宅が. 如何にもゐ組末だと批難ず

る聾を近頃度々主干にする。との批難は或は事責に

該営するかも知れぬが、とれも考へ様によっては

批幾する方陀等ろ無理がZうるかも知れない。小住

宅の建設出、今日にるつては 、質の問題よりもー

庭教の問題が主で、勢ひ工事の出来祭えは拙速左足

ら古るを得ぬのである。つとめて宜いものを迅速

陀供給されれば英れにとしたととは無いが、事情

左様は行かねのが営然だ。殊に珠算の拘束がるっ

て、その困難を倍加してゐると言ってよいのであ

る。批難する方が無理だ。

筆者は多忙のために . 未だ住宅管圏で建設され

た小住宅を、ゆっく b見皐ナる機舎に浴して居ら

たい。したがって其の計霊や質物の出来柴えにつ

いては、何等批評がましい号とを言ふだけの資料

を持合せて居らぬのでるる。よいも悪いも批判の

限りで左足く、寧ろ畿圏の技術員諸君が懸命の努力

を以て、その促進に精進して居られるととを思ひ

ひたすら敬意をと表ナる他はないのでるる。

只ととに一言附記したいむは、最近、ほんの通

りかかりの序に、或る土地の管園建設のIj 、住宅群

を望見しての所感でるる。筆者の望見したむは、
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比較的大きい方の、全部一戸建で、土地府の長期

年賦賓のもむらしく見受けられたが. それにして

は、今少とし考へゃうが有りさうに直感せられた

のでるる。建物の型が幾種か陀限られてゐるとい

ふ賭も aうると思ふが. 富余りに思調で、奈何見直し

て見ても、従来特種C 官鹿や工場附属の社宅以上

の好感が持て友かったので、ある。一戸C 敷地が

三、四十坪はあるらしし債格の賭からとれ以上

の絵地を望むのは無理で、Zうるととは充分解って居

るが、とう需もなく劃一的陀併べられたのでは、

仕事の上からは楽かも知れぬが、第一配置む黙で、

今ナとし考へやうが有った筈だと痛感した。

街路言十撃にも異議がるる。一戸営りの空地は兎

に角として 、 200 戸乃至 300 戸とまとまったとと

ろでは、所々に息抜きり共用昼地が是非自うって欲

しいととが思はれた。づっと計壷金瞳を見渡して

うけるのは、只もう息詰るやうた感じの他はな

い。とれは小住宅群の衆国計霊として、決して営

を得たもので左足いのは明らかだ。

計輩に中心がないといふやうなととも感じられ

た。自然陀蛮生 し‘ 殻展した村々の質際にみても

必らす= その中心とも見る可き何物かがるって. 是

れが全世a : : 自らまとめる形となってゐるのが常

だ。集薗住宅む建設は. いはば一つの新らしい村

の創設だと観る可きであって、そとに色々と考へ

られねばならぬ問題がある。どんなものを建てて

も、住み手は次々押しかけて来るのだから 、何で

も速いに越したととは主主いと言ふのでは、決して

仕事に親切君主ものとは言へ主主い。

縁側が少なく濡縁の多いのも 、J:}般の制限から

ｊＮｬＺＺむを得ぬでるらう泊三、 ｾｙｉ のごかえ ｚ いのと共陀、郊

外の風雨の多いととるでは、雨水の吐きつけに困

りはせぬかと思ふ。外観の結からみても面白くな

いのは勿論だ。

傭 人 服 の 更 生

婦人のモンペ姿がめうきり士宮えた。最初は止む

占: q，与す本はいて居たゃうだが、さて慣れてみる と、

此の方・が意外陀便利なととろから 、近来は常用 し

てみる婦人も相嘗にあるらしい。夏向きで主主くる

つくて 、炎暑陀は裾の開いた洋袴のやうえ主涼しさ
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は君主いかも知れぬが. 活動陀はとの方が遥かに優

れて見へるやうだ。

裂地や仕立に就ても、最初はほんの間に合せで

百人百色、モンぺをつけた婦人の姿に飴り好感の

持てるのは砂えにかったが、昨今は必らす= しも左様

では友い。特に撰揮された裂地を用ひ、仕立にも

特別の工夫在撮らされてゐるやうなものも多く見

受ける。遁々と板に乗って来たといふ可きで. 多

年の懸案である婦人和装の改良も、或はかういふ

ととろから落着くととろへ落着くのではえにいかと

思はれる。左様なればまととに結構だ。

衣と食む問題た別陀して、住の問題のみを切り

離にて考へ得ぬのはいふ迄もえにい。外に修J らく男

子は兎に角として、終日家に在って家事につとめ

る婦人の服援が、百年前も今日も同じゃうでは.

いくら考へても. 住居の更新の行ひ得ぬのは営然

だ。住居む改善は先ヂ婦人服からといっても決し

て過言では主主いので2うる。男子む園民服に相首ナ

るやうえE考案も色々現はれて居るらしいが. 何れ

も五十歩百歩で、とりわけで優れた. 是れ主主らば

といふやうなものは未だ創案されぬゃうだ。

男子の囲民服にしても. 決 して申分が無いとは

言へない。冬向であって夏向ではない。でも近頃

は着用者が這々と増えて来たゃうだ。筆者む如き

も、最初は頭から問題にしなかったが、時局の?艮

陀押し詰められて止むを得歩着用してみると. 思

ったよりは便利で高事都合がよい。どうやら図民

収黛になりさうだ。此年のやう陀. 盛暑中は上衣

なしで差支へ主主しと言ふととになれば、是れで充

分押し通して行けるであらう。

由来、長い傍統の上に立つ衣や食や住の革新問

題は 、? とど理屈だけでは奈何にも主主らぬととは明

らかだ。必要に迫られて 、初めて落着くととるへ

落着くものと考へる。それには相官の期聞を要す

る。現在の如き時局vcaうっても、倫ほ奮態維持に

汲々として居るが如き風の見へるのは . 未 だk k

吾が園民生活に 、それだけ告余裕がるる; ふらだとも

言へるので. 等る結構主主話だと言ってよい。併し

との大戦争が念に納まるやうなととは到底考へら

れぬ事' . j 置でる k よしそん訟ととが有ったとして

も、それは一時的の少康を得たといふだけで、氷

久的む王子和の来るまでは 、再びまた軍誌はねばなら



のは明瞭だ。そんな一時的少康などは、* ぬ方

がよいのでるる。吾々は 50年、 100 年と戦ひ抜く

だけの強い' 覚悟を持って、臨時下に於ける園民生

活、ｾｊｬち衣食住の更生保持を心掛けねばならぬ。

園民一般は、時局を認識してゐるやうではあるか

筆者の観るととろでは、まだまだその深刻 l床を献

いで居りはせぬかと思ふ。案外 1主主誌だ。殊K 婦人

にありて然りだと言ひ度い。婦人の力が協力を支

配すると言つでも宜いのであるから、 Jをー唐の自

覚を熱望して止まぬ次第である。

住 宅 建 築 家 の

「しごと」は無くなる

青 山 正 義

住宅の戦時標準規格が制定せられた。いよいよ

建築家は建築家らしい「しごと」が無くなるだろ

うと心配する。もしもそう云ふ意味の「しごと」

を希望する友れば、，総ての建築に於て、我々はす

でに数年前よりそむ希望を放棄してゐなければた

らない筈である。建築家らしい「しごと」の概念

は、それが建築家の唯一の方向だと確信すればナ

る程、首然戦時のi Irt 舎的主主存在であり得るととは

出来友い。あってはたら主主い。逆説的には、建築

家よりも、建築が一足先に圏家に直接的放のだと

云ふととでもあらう。

建築家らしいと云ふととは、すでに歴史的及一

つの感傷rci 直営友くたにった。新し建築家らしさが

生れるまでは。

叉建築が力皐的、物質的構造艦である震には、

勿論自然科拳的技術が必要で言うる。併し住宅建築

家が規格住宅の建設にあたって、個々の住宅に彼

等の技術を使用するととは、例へ既成技術を線動

員し得たとしても、結局大工の経験技術に簡単に

敗北するに過ぎないであらう。

標準規格住宅は. それが規格である以上、本質

的に個々の住宅に於て解決さるべき技術G 週を

提供してはなら左足いからである。との故に 1準

規格は構築的に最も単純主主然も容易なる性 も

つ。今目標準規格が資材努力の節約、工法む 易

統一、工事費の低康、大量生産等 k の利離を膏ナ

ととの、より重要なる必要は. 住宅が佐居者を通

して園家の重要生産そむものに直接連がると云ふ

ととである。是れ等の事を建築家が肯定する限り

標準規格を温帯せざるを得主主いであらう。そして

自家製技術の住宅建築家は、彼等の技術ジャンノレ

から自己の手に依って誼放せられる。

此援にして/ 1 住宅建築家の「しごと」は正に無

くなる仰とと i 1i る。

だが我 k は此庭に一つの疑問を蛮見ナる。住宅

は何んと多くの問題を提出して来たととか。そし

て叉多くの問題を未来に投げ掛けてゐる様に見へ

るととか。然るに建築家は、ただ建てるものであ

る。建てられ. 叉は建てられるととに依って生す‘

る人聞の一一枇舎の問題は別の仕事だと何故言ひ

切らねばならぬので、あらうか。

建設が常にE しくあるととの謹明は. 建設によ

って漉生ずる幾多の問題の一つ一つの解答で、主主け

れば友らぬ。現在の建築は戦時の一時的現象とみ

1  7  



主主ナ。もとより戦後の建設が戦時と同一で、言うる必

要はない、が、だから戦後の建設は現在 を素通し

て論究されて良いと云ふ理由は成立したt い。未来

のみを過去から直接連続せしめて、現在を一つの

暫定的危現象として採りあげようとナる人々の思

念の君主かには. 重大友る反省を必要とする信仰が

内離されてゐる。 建築家が虞の創造者として未来

に生きるためには、歴史の貰在を肯定し得ヂして

果して可能で、あり得るだらうか。現質K .m;1E面よ

り執りっき得主主いエゴイストより、新しい日本の

建設が成敦されるとするたれば、それは偶然以外

に議想、ナる事は出来ない。

今日建築が、建設であるとか、防備であると か

分けられるととナら、すでに不自然で、言うる。住宅

が生活の容器だと云ふととも、生活が園家的意味

に理解されるととに依って始めて意味を生歩るの

である。そして住宅建築家の「しごと」はそれら

の意味の中 K 無限の蛮展を議約されるであらう。

「唯建築主義」のみに誠貨を披湿した住宅建築

家は、ずで陀彼等の必甥え主役目を最多了した。圏民

的、人間的倫理性をさへ要求せられる綜合技術家

が彼等の後に績かねばなら友い。

例へば、住宅の共同施設と云へるものでも、生

活の簡易化とか、どんな方法で震されねば友らぬ

とか、此様主主設備が必亮だとか等 k の一見科皐的

主主一一貫は空疎な形式を強要して見たととるで、

住居者にとっては、 E誌なる一つの物語りに過を主主

いでるらう。その不可能主主原因が一方的に彼等の

l略棄すべき国製的主主家族主義か、個人主科か、の

罪にのみ蹄せられる危らぽ、建築家自身の思惟は

ー唐家族主義的であれ個人主義的でるる。もし

も生活の上に於ける共同的行動と云ふ黙に閲して

のみ主主らば、建築家よりむしろ彼等は超かに金髄

主義的である。生活の裡t亡、ー唐木態的主主而も確

貫主主叡智lをもっ彼等が、共同生活の利黙に鈍感で、

あり得る筈は友い。鈍感であり得主主ければ?主主ら主主

い生活の保件の裏側に、建築家む共同施設の探究

は、始めて展開されねばならね。そして僚件には理

解する側にも必然的に庚義む僚件を必要とする。

此様にE誌にありふれた一つの具瞳的主主例を採り

上げるととに依っても、住宅建築家の「しごと」

が如何陀基官えに未来を約束せられてゐるか想像し

V Il I  1  8  

得ょう。

住宅建築家の失業は妄想である。

併し倫住宅の建設は戟争の苛烈化と共に局限制

約されるであらう。建設が皆無に友ったとき、住

宅建築家の「しごと」は最も忙しし最も良心的

友行動を必要とする。住宅に奥して、政治が需要

に先行ナる時が必歩来るであらう。

我々は新しき期待し覧悔をもって、自己を深〈

省みると同時t亡、来るべき現質の彼方を援視し積

けねば主主らぬと思ふ。

( 筆者は イ主宰. 管・周大阪支所建設郊勤務〉

「紫畑室」原稿募集! !  

大東豆戟守勃護以来 1 年有半.

戦局はまさに懐i槍を極めるの秋

「紫畑室」もー居時局陀即慮、せ

る建築関係の随筆を擁く募集致

します、舎員諸賢は奮って御投

稿下さい。

大阪市、中之島、朝日ピノレ

註 圏 法 人 日 本 建 築 協 曾

踊 輯 部



時 報

恒 岡 俊 行

戦苓建築規格( 集圏住宅、共同住宅. 工員宿舎及

び穆住農家〉に就て. 一一

昭和18年 4 月 1 日臨時日本標準規格第 346 貌と

して居住用建物の大綱が公布せられたが、此れ丈

では其の内容が多分に抽象的であるため、臨時規

格制定の使用を充分に果し得主主いので、更に用途

別に細部規格が制定せられ. 近く途次公布の運び

と主主ってゐる。即ち居住用建物第 4 章就寝に供し

得る居室に引績き第5主主集園住宅、第6章共同住宅

第 7 章工員宿舎、第 8 章移住農家が立案せられて

居れ集園住宅の部は既に成案が得られてゐる。

此等の案の概要を摘記すれば次の如くでZうる。

集圏住宅

第 4 章就寝に供し得る居室に於て居室主設の最少

限を規定する一覧表が示されてゐるが. 此の内集

園住宅として遁首君主規模のものを抽出してゐる。

集圏住宅とは普通住宅をー圏の土地に集図的に

建設するものを謂E人此れに封し次の諸項目に付

標準を設けてゐる。

建築敷地面積の綿園地面積に霊せする比率

集国住宅の東西及び南北方向の隣棟間隔 ( 1 級

地、 2 級地別に〉

集圏住宅の短計寸法

集園住宅の構造及び外部仕上げ

集圏住宅の内部仕上げ

集圏住宅C 設備( 照明、給排水、便所に付)

共同施設の規模( 児童遊園、入浴施設、日用品

配給施設. 防火貯水槽、共同炊事調理場に付)

共同住宅

第 3 章建物の規模に於て共同住宅 1 世帯首りの

床商積を 15m
2

_ 2 8 m
2

とナるとと及び 1 入賞りの

床面積を 10m
2

以下とするととが定められたが、

更に詳細に亘って次の諸項目に付規格が定められ

ゃうとしてゐる。

満身者用及び世帯用の子商形式( 標準王子面聞〉

共同住宅の施設の標準( 便所. 炊事場、洗面洗

濯所に付〉

共同住宅の短計寸法

共同住宅の構造及び内タ悼日仕上げ

共同住宅の設備 ( ! 照明、給排水、炊事、便所 l乞付)

工員宿舎

第 Ｘ 章建物の規模に於て Ｑ 入賞りの床面積 ｾ｝ｏ

m
2

以下とするとと及び第 4 章就寝に供し得る居

室に於て l 入賞りの就庭面積 2.5 m
2
以上とすると

とが定められたが、此れも亦細部規格が設けられ

ゃうとしてゐる。兵の要目は戎の遁りでZうる。

誌に工員宿舎とは、努務者を牧容する寄宿合を

謂ふ。

祭会 1 棟常 Dの牧容定員

寮舎 1 室営りの牧容定員

牧容定員 1 入賞りの宿舎床面積( 規模別〉

療合の形式〈規模別)

家舎に附属する便所及び洗面洗潔所の標準( 規

模別〉

寮舎と附属部分との商積比率( 規模.1111)

工員宿舎の短計寸法

工員宿舎の寮舎の構造及び内外部仕上げ

建物の設備( 照明、給水、便所、炊襲及浴場に付)

移住農家

此れは普通住宅では主主し本規格外の用途のも

のでるるが. 関係が密接で、Zうるので特に 1 章を設

けゃうとするものでるる。

移住農家とは農地開裂其の他の目的により. 計

霊的に移住する農家の用に供する住宅を謂ひ、此

れに封し弐の諸項目に付規格を設けゃうとしてゐ

る。

移住農家C 形式

移住農家の 1 戸嘗りの糟床面積及ひ規模別種類

稽11子

移住農家の就寝陀供し得る居主の床面積の合計

の綿床面積に封ずる比率及ひ就寝に供し得る居

室の最低限

移住農家の作業に供し得る部分の床面積

此等規格の寸法及び裁量は臨時下の要求f 1 : 基き

最少限度に止めてゐるが. 他方居住用建物の質の

確保と云ふ見地から出来る限り考慮が悌はれてゐ

る。構造、仕上げの規準に就ても同様である。
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藤 原

飛 鳥路

事 官 を 文 辰 巳 孝 雄

昨 年 6 月合勢幹事舎の催しとして、映右衛ク大和少を槻

貧した直後の日曜日 ( 6 月21日) 、北烏霞江先生現地帯障

演 の も と に 官 葉 飛 鳥 史 蹟 見 事 ず に 参 加 し て 記 憶;未だ

新しい私カ号、了度一週年振の 6 月27 日再び飛鳥路を訪ね

る機舎を得た。

一 飛 鳥 路 ー

ム 三 山 近 く 放 行 け ば

園原晴れて飛鳥路の

神さて ｴｾ をゆ青山に

千古の香身にしみる。

ム本繋師寺の! W: f ' L 咲く

白い草葉も古の

いl . ?. t .

残る礎石とけむして

七堂伽東の日が轡し。

VIII 2 0  

""" 目 品t

ム大極殿の ｾｉ ｉＺとへば

四至の山々殺して

古; 款のゐしへに大宮の

花咲く春の日がうかぶ。

ム i 最古の怖寺t亡史をきけば

豊ｾ協 ｉら '1Nの旦に小鳥主主く

小池の商の rなんば』池

すたれてうつるむ向く同原ら‘ 寺。

い. ._，もおか

ム 雷丘の森近く

古京の絡をとぼ行けば

甘aちま棒少し橋のせムらぎに

淵瀬が歌ふ飛鳥川。

ム 石いL王z手It 聞き村里の

i司内神み.:原M 切 にそよ吹けば

ｾＮＮＮこ

遠い京師のさムやきが

みそらに散りて流れ来る。

ム 丈M"六，ろ像くの大悌に

千古の面を奔すれば

かすか陀笑ふ頬の護に



， 

‘、

( _  

: 、へて 、

ｾ ｾ 了 ・〆 '  

、 ｾ

、下

. ノ

.  
局 、‘ 町白

飛 鳥 寺

遠い飛鳥の臼がめぐる。
いづれの基か知らねども

山主主す家の石舞喜志。

ム 橘 寺 の山門に

い? とづら子等の師りゐて

夕日 ｉｾ 遠く鐘の菅に

飛鳥の丘は暮れて行く。

( 集者は プミ阪餓主主助建築士〉

ム 千 歳 の 春 が 廻 る と も

の

い

久

と

氷に丘

く

き

鳴

高

郡
の石

町

け

仇

が

'

酒

ふるさと愛し明日待鳥。

ム 『岡』の村皇②つぎれば

古墳の石の重ね合ふ

甘 樫 橋
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常 務 舎 〈害事 13図〉

時 7月5日午後 6 時一 7 時20分

Jijf 集合室

出 席 者 理 事 松 本 副 舎 長

常 務 佐 藤 主 記 、 中 西 主 記

重量中主紀、松久保主

計 大 下 線 斡 、 小 林

続 斡

鰻 司E

1. 8 月例舎に関する件

2.18年度建築法規定債に関する件

3. 大政事E貸舎大阪府支部長より大

阪文化協力舎に入曾方勤務の件

4. 舎員詮衡

報 告

1  .第 7 回雨舎協談合経過報告

2 建築撃曾より住宅用語に関する

件報告

3. 18年度第 1 図舎計検査終了報告

4.除闘争入管報告

常 務 画面 L第 14回〉

時 7 月 19日午後 5 時30分一 7

時30分

VIII 2 2  

E庁

名 替 の 戦 死 者

会 員

陸 軍 伍 長 岩 田 愛 吉 君

君は大豆 2年 9 月大阪市西宮主阿波座下通K 生る。

昭和 5 年 3 月西野田職工事校建築科を卒業、翌 6 年 杉

田材木l苫に就職した P しが、縛衆建築界K 勇飛ずる目的

の震旗〈先輩知己の敬を乞ふベ〈希望を抱きて、昭和 15

年 7 月本舎に入合し大K 期する所あ P し由なるか、肉年

同月召されて名春の家人とな P、大東亙戦争 K 参加爾来

ｾ策医比島陀或は ＰＰ 方面にて勝戦奮闘した習しが、天

書事君に幸せず語 ｾｋ 18年 1 月 7 日陸掌伍長を最後とし南海

方面に於て散警護簡の鬼と化ナ、言成K 情むべし。君本来

の目的を主主せずと難も大東豆建般の寧き礎石とな P も靖

国の紳に市 ｂ｢ る亦以て膜ずべき乎。本合謹而英忠霊 ｾｋ 餐

花を侠へ感謝;の念を捧げた P 。

主主に験場よ P の近E彰を掲げ冥穏を新 P 厚〈敬弔の意を

表す。

陳列場 出 席 者 幹 事 主 主 回

出 席 者 理 事 竹 腰 割 合 長 委 員 鋼 、 竹 内 、 竹 中 、 前

常 務 中 西 主 犯 、 小 林 主 計 野、松久保、橋本

松久保主計、伊藤繍 1  .木材品等規格中板の部改正原案

斡、大下線斡、小林 決定

領事専
初 料 委 員 曾 〈 修 自 国〉

誠 事 時 7 月24日午後6時30分- 8時

1 . 合員耳肝E K付弔慰金燈供の件
所 集合室

2. 法規愛行に関する件
出 席 者 幹 事 主 主 回

ＳＮ 司ｩｉ］ｾ室移車事に関する件 委 員 』柳、前野、松久保

4. 貸業教育振興中央曾より申越し 1  . 木材品等規絡中扱角の部改定際

の件 案決定

5. 燭託事件護士謝重量の件
携澄防箆委員曾( 修 3 図〉

6. 事務員僻職顧問の件
時 7 月16日午後 6 時一 7 時

7. 合 員 詮 衡
Jjff 集合室

報 告 出 席 者 委 員 長 渡 部

1. 6 月分舎計報告
幹 事 浅 野、黒田、 水原

2. 日本建築 士舎よ り設計監王聖書長務 1. 木構造K 闘し臨時委員委婦の件

に関する印刷物皇室附の件
工事輯負規程関査委員曾

3 問者E除隊報告 〈係 2 回〉

材 料 委 員 曾 ( 告 書 8 図〉 時 7 月 12日午後 2 時30分- 4

時 7 月 12日午後 6時- 8 時 時30分

所 集合室 Jjff 集合室



出 席 者 委員 長 松 久 保

委 員 石 川 、 西 海

1. 委員長東京に於ける四合聯合協

議合の経過報告後協議含祭につ

き検討す

編 鴫 幹 事E 舎 (事事 B 図〉

時 7 月26日午 後 6 時- 8 時

所 集合室

出 席 者 幹 事 長 小 林

常 務 錦 回

幹 事 小 川、宮崎、山口

E議 S

1. 8 月量君原稿蒐集獄況報告の件

1. 大愚都市計霊長蘭面選定の件

1. 9 月鍛執量産者諾・否に関する報

告の件

1. 10月号虎原稿依頼先κ 関する件

住 宅 委 員 舎 (告書 6 回〉

時 7 月22日午後日時- 8時40分

所 集 合 室

出 席 者 委 員 長 矢 田

幹 事 岡 本

委 員 西 国 、 河 合

諸 事

1.住宅見隼2艇の件

l . 住宅百貨本の件

建築家主Z、機刊行幹事曾

〈第 2 回〉

時 7 月30日午後 5 時10分 ー 7

時40分

所 集 曾 室

出 席 者 主 査 池 回

路 事

幹 事 大 下 、 久 良 知 、 河 合

小西

曾 録

中 尾 毎 君 北 区 銀 時 間r50 ( 安全

繁華主株式合最土〉

長谷川主主吉宏 東淀川区十三東之町

地 方 曾 員

1 の17 ( 合' J e1富市土矢

織大理石商底〉

石 田 l & 君臨見島 l勝蛤良郡東図

分村( 佐世保海ill 建

築部〉

11 図 紫 波 君 鹿児島県長姶良君11来 園

分村〈佐。海。建〉

中 島 忠 綴 君 鹿 児 島l係姶良郡東園

分村( 佐世保海軍建

築部〉

E耳・馬喜久男君 鹿児島唱 ｍ 吉良ｾｾＩ荘園

分村〈佐世保海軍建

築郊〉

戸 塚 勝 司 君 京 妓 府 中 区 水 害事田r36

L建築高野務所自管〉

普 通 賛 助 員

中書官 茂 君 西 宮 市 民 砂 日]"12東 洋

製鋼株式合最士盤、絡係

内〈東洋製鋼株式合

置土管絡係〉

森永蹟ｾ君西淀川区野星回 ｝ＢＱＱＱＴ

( 株式合軍土中断j 組〉

八 木 健 一 君 尼 崎 市 水 堂 絵 本 73

〈目立造船株式合医土

健鳥造船所総袋線〉

ョ……ｾ｜
1. r建築家必携 j 執筆依頼先諾、否 l  曾

員

検討の件

1.r 裏目案J プリ y トの件

1. 各努事捨嘗執筆の件

奮 員 勘 静

;ぷ… i j

足 立 勝 君

努 藤 春 吉君

原 因 武 雄 君

森 久 一 君

他 方 倉 員

小 松 郁 雄 君

治 生 秀 三 君

事書遜賛助 員

松 浪 主 主 雄 君

井 筒吉兵衛君

土 弁 秀 雄 君

宮 滋 由 彦 君

卒 原 図 雄 君

飯員長 守 君

j 轄 居 ・ 轄 勤 ;

舎 員

船 木 一 郎 君 機 演 市 中 区 山 下 町75

住宅管図様滋支所設

計官官工務第二孫

秋 回 敏 夫 君 香 川 勝 大 川 郡 三 本 松

町東洋紡績景士宅

大 島 新 一 君 京 都 市右京m: 嵯峨大

門町・3ヨ

相 良 女 掬 君 演 松 市 鳴 江l町1441)/{

紡府: 宅 3

"，1 同 義 堵 君 呉 市 海 岸 通 8 浅 沼

事且出! l I t 所

前 部 R賢一君 央 市 民 町 長 浅 原 因

常光方

ブ三串不二雄君 Ｑ 英語ｾｲｲＮＧ・港北ｬｩｩＺ篠原町

官十て塚2109

山 下 源 太 郎 君 京 都 市 上 京 軍 小 山 上

花ノ木田r 藤 井 順 之

助殿方

岡 田 令 治 君 く 勤 務 先 〉 υl口跡下

松市役所管絡係。

小 川 俊 郎 君 庚 島 市 猿 楽町 o8 務

水事且出!J ! ( e庁内

杉 本 美 夫 君 金 海 市 泉 昭 和 田r72

古谷殿方

高時監理事卒太君 北E 堂島中 1 の29

奈良時二 彦 君 央 市 吾 妻 町 2 央 海

箪建築部宿舎

柴 田 四 郎君: 東京市牛込m: 市ヶ谷

加賀町 2 の 2

落 合 勇 一君宮崎市主主ケ崎町

主 古 本 岩 雄 君 満 洲 図 吉 林 市 朝E島区

大和町大馬路190の|

大林組吉林出張所紙

付

回野間 稔君 n費用島市向洋本町樋犀

ヨシノ 殿 方 〈動 務

先〉 日本製鋼所R青島

製作所内清水量且作業

所内

山 路 充 晴 君 紳 戸 市 語 審 直 楠 町 3 の

7  

遠 藤 司 君 天 王 寺 区 生 玉 前 町94

2 .3 ￥111 



吉 村 幾 肩 車 君 長 崎 市 駒 局P1r 2 の26

2重郎幸一郎君 兵庫揮系緯保郡網干町

新在家主幹町1299

水 際 大 法 君 彦 根 市 芹 婿11 の g

並 木 長 吉 君 高知県系香川郡伊聖子同J

清水組作業所内

竹中練ー君紳戸市葺合m : 青島内同J

。 6 の 2 の 3

凶川l武 四 郎 君 旭 区 新 森 小 路 中 3 の

79 

森主主義、夫君 天王寺区上汐阿J 5 の

36 

曾津松厳君紳戸市) ) : 合w ; : 八幡遜

5 の131

芦 図 喜 一 君 東 京 市 議 谷 区 原 宿 1

の89

富 田 宏 君 生 野 直 肱 見11I J・2 の20

吉岡百合子殿方

久 保 末 雄 君 高 槻 市 上 田 部228

杉 岡 富 夫 君 香川県系義主主寺田f 南田f

580 

小 林 群 光 君 西 成 区 東 野 回 目r10柏

跨i事且柏原方

吉 l河 嗣 郎 君 尼 崎 市 西 本 阿)"7の273

山上主主三君旭区大宮西之阿)"6 の

189 

i絵 本 喜 三 郎 君 釜 山 府 貨 水fllr 1 の 14

Ｕ 三菱尚事貸水 ｾｉｮ 辻

宅新染工事場大林組

釜山詰所

加藤熊雄君事費滋市港北区篠原田f

2. 205 

山下源太郎君京都市上京区紫聖1・西

御所問問r42清水図之

助殿方

吉 本 海 渡 君 泉 北 郡 高 石 附r ，初衣

873 

大井弘次郎君豊能郡箕面村学: 牧洛

388の 1

3也 方 曾 員

須崎幸次君安東浪雇I { b ! [ ' f 直江街第

4鋭東洋紡績株式合

量士安東工場

藤田静雄君紳戸市紳戸J i l [ 山本j遁

4 の123の 2

7筒 井 勝 治 君 筏 須 賀 市 穏 阿 同r横須

VlII 2 4  

賀海: i i i 建築部A 地後

方係

倉 持 省 三 君 池 間 市 西 市 犠35の 1

無 国 知 好 君 朝 鮮 度 筒 南 這 鎗 海 邑

鍬海海軍建築部第二

宿 舎

伊勢村四良1¥君 兵庫 l係武摩郡御影田f

字篠坪1392

星 野 一 雄 君 上 海 北 四 川 路 在 上 海

大日本帝国大使館事

務所交通際経済部

吉 i撃 事 好 君 豊 中 市 新 免322

西川正一君青森際下北郡大古毎日J

字曾根K 現易建築係

理解務所

倉 l河 草 創i芳 名 古 屋 市 港 区 佐 野 間f

1 の29

藤 井 良 三 君 成 島 市 段 際 日 之 出mr

印 B

手 応 辰 秀 君 光 市 光 弁 捻 式 合 冊 土 清

水量E 出張所

矢 野 藤 一 宏 関 山 市 門 田 本 田r 357 

( 勤務先〕阿山市海

岸通 2 の 2 汽草製造

語rj 土阿山工湯

永 井 佐 厳 君 愛 知l勝海塗郡津島田f

本 町 1 ( 勤務先〉愛

知県手海漣君1¥佐級町f同)"

方新国彦作堤内50東

洋紡績株式含紅海鳥

工場

弁崎梁次宥和歌山市玉吉車問)"2の5

大 鶴 事事君北海道上磯郡ヰL刈村

西村伊勢治殿方

特 別 賛 助 員

高津封土太郎君 5 1 ! 君主ロ大日本帝国大

使館文化部キ付

高 木 致君 ｾｴ ｊｩｬ｛曾根崎上 Ｒ の ＶＱ

合奏合最士東洋工材需士

山 下 忠 一 君 南 m : 久 左 衛 門 町28株

式合軍土山崎紋内

電車j I 賛助員

竹 川 省 三 君 京 都 府 綴 知 山 市 小 谷

ケ 丘

山 本 勇君紳戸市林回医院家同]

B の 102

車角千代治君中河内君1 ¥久貨寺村宇

新回

国防敏明お旭m; : 南島岡r 885 の18

辻殿方

2 f . 間際次君 四日市監重滋田f 山九準

戦四日市工事部内

姓

保 田 正 厳 君 〈 議 姓 〕 小島、府下

北河内清11蜂屋川 111)"大

字 1275

ｦｸ …ｾ＠

曾 員

間 尾 3宅君・昭和 18年 4 月i. 2日逝

去

伊 藤 終 吉 宏 昭 和18年 5 R  9 日逝

去

川堅手卒謹君 昭和18年 5 月27日逝

去

小 林 堅 二 君 昭 和18年 6 月13日逝

去

去を回i f . 吉君 昭和 18年 1 月 7 日験

死

地 方 曾 員

井 上 忠 吾 君 昭 和17年 9 月 7 目、逝

去

丸本塁事司君 昭和18年 3 月30日逝

特 別 賛 助 員

毛利庄太郎君

普 湿 賛 助 員

去

宮 坂 県主主昭和 18年 4 刃 6 日逝

去

鍛 f古 ｾ君昭和 ＱＷ 年 ＱＲ 月 ＳＰ 日逝

去

鮎 川 衛 之 君 昭 和 18年 7 月 7 日逝

去

〈謹んで哀悼の; 猷を表す〉

1  



資材テ極度ニ節約シ

時局ノ要求ニ適懸セ l レ

タ イ ル 界 の 最 高 峰

11 琵 特 許 鋪 1 0 8 6 2 2 鍛

i! i し、住宅も新築同様となる

新築住宅にお手入のいらぬ

女新ｾ家屋葵禁加工

新築落成と同時に本所湖特のピ

y 液にて洗浮し木材型軽色の原因

となる樹液を双 P 、其のよをピ

ソにて仕上の加工をすると完全

なる望号色防止加工となり、優美

な艶を有しフキヨミの努を省き

頗る経済的です。

1. ｾイルの表面予見ながら施工が出来る。

:|2 紬 周 一 等 精 一 由 時

ＳＮ 天井や庇でも壁紙の如〈簡単 ｾｬ 占れる

4. デツドロード( 死荷怠〉を極度t t : l!:Itずる

5. 姑 P上げて勉めてヒシの馨きとと

6. 工費低際、ヱ期短絡 ( カタログ趣墨〉

女古家屋街是主主主索加工

古家もピツ液で洗浮すると新築

同様とな p 、其のよを新築美雪礎

知工と同様の加工をすると前者

同様の結果となる。

( 柵 技 術 を 要 は ず か ら 糊 )

の務負加工と致して居ります

本 陶 織 株 式 奮 駐日
大阪市天王寺1 d 東卒野町四丁目ニー

美素工業所

変知際知多郡大府町大府38香 地

〈電話大府ー 0 八警〉
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〈電話先三 0 三替】
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大阪事務所
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